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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持層、
　該支持層の一面に隣接して配置され、光吸収剤を含む光－熱変換層、および
　該光－熱変換層に隣接し、該支持層の反対側に配置された転写層であって、
　該光－熱変換層が光に選択的に露光されたときに、ドナー要素から隣接受像要素へ像様
転写され得る材料を含む転写層、
　を含む熱転写プロセスに使用するためのドナー要素であって、
　該支持層と転写層との間に
　（ａ）第四級アンモニウム陽イオン性化合物、
　（ｂ）ホスフェート陰イオン性化合物、
　（ｃ）ホスホネート陰イオン性化合物、
　（ｄ）１～５個のエステル基および２～１０個の水酸基を含む化合物、
　（ｅ）（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化アミン化合物、ならびに
　（ｆ）それらの組み合わせ
よりなる群から選択される剥離改質剤をも配置されることを特徴とするドナー要素。
【請求項２】
　支持層を提供する工程と、
　該支持層の一面を、光吸収剤を含む光－熱変換層で被覆する工程と、
　該支持層の反対側の光－熱変換層を転写層で被覆する工程であって、該光－熱変換層が
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光に選択的に露光されたときに該支持層から隣接受像要素へ像様転写され得る材料を、該
転写層が含むものである工程と
　を含む熱転写プロセスに使用するためのドナー要素の製造方法であって、
　該支持層と転写層との間に
　（ａ）第四級アンモニウム陽イオン性化合物、
　（ｂ）ホスフェート陰イオン性化合物、
　（ｃ）ホスホネート陰イオン性化合物、
　（ｄ）１～５個のエステル基および２～１０個の水酸基を含む化合物、
　（ｅ）（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化アミン化合物、ならびに
　（ｆ）それらの組み合わせ
よりなる群から選択される剥離改質剤を配置する工程をも含むことを特徴とする方法。
【請求項３】
　ａ．支持層、
　ｂ．該支持層の一面に隣接して配置され、光吸収剤を含む光－熱変換層、および
　ｃ．該光－熱変換層に隣接し、該支持層の反対側に配置された転写層であって、該光－
熱変換層と受像要素との間に配置された転写層
　を含むドナー要素と受像要素との集合体を提供する工程と、
　該集合体を光に像様露光させ、それによって像様露光された転写層の少なくとも一部が
受像要素に転写されて画像を形成する工程と、
　該ドナー要素を受像要素から分離し、それによって受像要素上に該画像を現出させる工
程と
　を含む画像形成のための熱転写プロセスにドナー要素を使用する方法であって、
　該ドナー要素の支持層と転写層との間に
　（ａ）第四級アンモニウム陽イオン性化合物、
　（ｂ）ホスフェート陰イオン性化合物、
　（ｃ）ホスホネート陰イオン性化合物、
　（ｄ）１～５個のエステル基および２～１０個の水酸基を含む化合物、
　（ｅ）（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化アミン化合物、ならびに
　（ｆ）それらの組み合わせ
　よりなる群から選択される剥離改質剤もまた配置されることを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ドナー要素から受像要素への材料の光誘発転写用の画像形成可能集合体で受
像要素と共に使用するためのドナー要素に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ドナー要素から受像要素への材料の光誘発転写用の画像形成可能集合体で受像要素と共
に使用するためのドナー要素は、典型的には多層を含む。層は、支持層、光－熱変換（Ｌ
ＴＨＣ）層、および転写層を含むことができるが、それらに限定されない。典型的には、
５０μｍポリエチレンテレフタレートフィルムのような支持層が順次ＬＴＨＣ層前駆体で
コートされ、前駆体が乾燥によって最終ＬＴＨＣ層に変換され、そしてその後転写層前駆
体が支持層の反対側のＬＴＨＣ層上にコートされ、乾燥によって転写層に変換される。
【０００３】
　材料は選択的に熱転写されて電子ディスプレイならびに他のデバイスおよびオブジェク
トに有用な素子を形成する。具体的には、カラーフィルター、スペーサー、偏光子、導電
層、トランジスタ、リン光体および有機エレクトロルミネセンス材料の選択的な熱転写は
すべて提案されてきた。着色剤のような材料は選択的に熱転写されて参照画像の校正刷り
のようなオブジェクトを形成することができる。
【０００４】



(3) JP 4856085 B2 2012.1.18

10

20

30

40

50

　ドナー要素からの転写可能な材料の移動の有効性および選択性の点で、ならびに受像要
素への転写された材料の沈着および接着および固定の有効性および選択性の点で、ドナー
要素の熱転写画像形成における改良に対するニーズが依然としてある。受像要素への層の
意図されない転写を減らすドナー要素の熱転写画像形成における改良が追求される。ハン
ドリング特性およびドナー要素の耐損傷性を向上させるドナー要素の熱転写画像形成にお
ける改良が追求される。
【０００５】
　熱転写効率、加熱の任意のばらつきからの熱転写効率の独立性、湿気および温度のよう
な環境条件の任意のばらつきからの熱転写効率の独立性、物質移動の完全性、意図されな
い物質移動のないこと、ドナーの物質移動した領域および非画像形成領域のきれいな分離
、ならびに物質移動した材料の表面およびエッジの滑らかさの少なくとも１つを改善する
ために、熱転写ドナー要素の改良および画像形成可能集合体での受像要素と一緒のそれら
の使用における改良に対するニーズは依然としてある。
【０００６】
　ポリエチレンテレフタレートのようなフィルムは、帯電防止剤および接着改質剤のよう
な材料で長い間コートされてきた。改善された特性および実用性のフィルムを提供するた
めにこの分野では調合物の改良に対する継続的なニーズがある。
【０００７】
　ブランチェット－フィンチャーらの米国特許公報（特許文献１）は、放出層、加熱層、
および転写層を含むドナー要素を開示している。放出層は、それらが層の本質的な機能を
妨げない限り、添加剤を有することができる。かかる添加剤の例には、コーティング助剤
、流れ添加剤、スリップ剤、ハレーション防止剤、帯電防止剤、界面活性剤、およびコー
ティングの調合物に使用されることが知られているその他が挙げられる。
【０００８】
【特許文献１】米国特許第６，１４６，７９２号明細書
【特許文献２】国際公開第０３／０７８５１２－Ａ号パンフレット
【特許文献３】米国特許第５，１０８，８７３号明細書
【特許文献４】米国特許第５，０３６，０４０号明細書
【特許文献５】米国特許第５，０３５，９７７号明細書
【特許文献６】米国特許第５，０３４，３０３号明細書
【特許文献７】米国特許第５，０２４，９２３号明細書
【特許文献８】米国特許第５，０１９，５４９号明細書
【特許文献９】米国特許第５，０１９，４８０号明細書
【特許文献１０】米国特許第４，９７３，５７２号明細書
【特許文献１１】米国特許第４，９５２，５５２号明細書
【特許文献１２】米国特許第４，９５０，６４０号明細書
【特許文献１３】米国特許第４，９５０，６３９号明細書
【特許文献１４】米国特許第４，９４８，７７８号明細書
【特許文献１５】米国特許第４，９４８，７７７号明細書
【特許文献１６】米国特許第４，９４８，７７６号明細書
【特許文献１７】米国特許第４，９４２，１４１号明細書
【特許文献１８】米国特許第４，９２３，６３８号明細書
【特許文献１９】米国特許第４，９２１，３１７号明細書
【特許文献２０】米国特許第４，９１３，８４６号明細書
【特許文献２１】米国特許第４，９１２，０８３号明細書
【特許文献２２】米国特許第４，８９２，５８４号明細書
【特許文献２３】米国特許第４，７９１，０２３号明細書
【特許文献２４】米国特許第４，７８８，１２８号明細書
【特許文献２５】米国特許第４，７６７，５７１号明細書
【特許文献２６】米国特許第４，６７５，３５７号明細書
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【特許文献２７】米国特許第４，５０８，８１１号明細書
【特許文献２８】米国特許第４，４４６，２２３号明細書
【特許文献２９】米国特許第４，３１５，９８３号明細書
【特許文献３０】米国特許第３，４９５，９８７号明細書
【特許文献３１】ＧＢ－１１１４１３３－Ｂ号明細書
【特許文献３２】ＧＢ－１１０９６５６－Ｂ号明細書
【特許文献３３】米国特許第５，０４７，４５４号明細書
【特許文献３４】米国特許第５，２２１，５８４号明細書
【特許文献３５】米国特許第４，６２３，６９５号明細書
【特許文献３６】米国特許第５，５２１，０３５号明細書
【特許文献３７】米国特許第５，６９５，９０７号明細書
【特許文献３８】米国特許第５，８６３，８６０号明細書
【特許文献３９】米国特許第６，０３０，５５０号明細書
【特許文献４０】国際公開第９７／３３１９３号パンフレット
【特許文献４１】特開平９－２５５７７４号公報
【特許文献４２】米国特許第５，９９８，０８５号明細書
【特許文献４３】米国特許第６，１１４，０８８号明細書
【特許文献４４】ＰＣＴ出願国際公開第００／４１８９３号パンフレット
【特許文献４５】米国特許第５，３１８，９３８号明細書
【特許文献４６】米国特許第５，８８２，７７４号明細書
【特許文献４７】米国特許第５，８２８，４８８号明細書
【特許文献４８】国際公開第９５／１７３０３号パンフレット
【特許文献４９】米国特許第４，７４３，０９１号明細書
【特許文献５０】米国特許第５，０８９，３７２号明細書
【特許文献５１】米国特許第５，１７１，６５０号明細書
【特許文献５２】米国特許第５，０５９，５７９号明細書
【非特許文献１】マツオカ（Ｍａｔｓｕｏｋａ），Ｍ．著、「赤外線吸収材料（Ｉｎｆｒ
ａｒｅｄ　Ａｂｓｏｒｂｉｎｇ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ）」、ニューヨーク、Ｐｌｅｎｕｍ
　Ｐｒｅｓｓ、１９９０年
【非特許文献２】マツオカ，Ｍ．著、「ダイオードレーザー用の染料の吸収スペクトル（
Ａｂｓｏｒｐｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｔｒａ　ｏｆ　Ｄｙｅｓ　ｆｏｒ　Ｄｉｏｄｅ　Ｌａｓ
ｅｒｓ）」、東京、ブンシン出版社（Ｂｕｎｓｈｉｎ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ）、
１９９０年
【非特許文献３】ベアズリー（Ｂｅａｒｄｓｌｅｙ）、セルビー（Ｓｅｌｂｙ）著、Ｊ．
Ｐａｉｎｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ、第４０　５２１巻（１９６８）、２６３－２７０ペ
ージ
【非特許文献４】「ＮＰＩＲＩ原料データハンドブック（ＮＰＩＲＩ　Ｒａｗ　Ｍａｔｅ
ｒｉａｌｓ　Ｄａｔａ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ）」、第４巻（顔料（Ｐｉｇｍｅｎｔｓ））
【非特許文献５】リ（Ｌｉ）ら著、Ｓｙｎｔｈｅｔｉｃ　Ｍｅｔａｌｓ　８４（１９９７
）、４３７－４３８ページ
【非特許文献６】チェン（Ｃｈｅｎ）ら著、Ｓｙｎｔｈｅｔｉｃ　Ｍｅｔａｌｓ　１０７
（１９９９）、２０３－２０７ページ
【非特許文献７】クラーナー（Ｋｌａｒｎｅｒ）ら著、Ｃｈｅｍ．Ｍａｔ．１１（１９９
９）、１８００－１８０５ページ
【非特許文献８】ファラー（Ｆａｒａｈ）、ピエトロ（Ｐｉｅｔｒｏ）著、Ｐｏｌｙｍｅ
ｒ　Ｂｕｌｌｅｔｉｎ　４３（１９９９）、１３５－１４２ページ
【非特許文献９】ヒラオカ（Ｈｉｒａｏｋａ）ら著、Ｐｏｌｙｍｅｒｓ　ｆｏｒ　Ａｄｖ
ａｎｃｅｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ　８（１９９７）、４６５－４７０ページ
【非特許文献１０】ベルマン（Ｂｅｌｌｍａｎｎ）ら著、Ｃｈｅｍ　Ｍａｔｅｒ　１０（
１９９８）、１６６８－１６７８ページ
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【非特許文献１１】バイアール（Ｂａｙｅｒｌ）ら著、Ｍａｃｒｏｍｏｌ．Ｒａｐｉｄ　
Ｃｏｍｍｕｎ．２０（１９９９）、２２４－２２８ページ
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、光への露光によって画像形成するための集合体に有用なドナー要素を提供す
る。一実施形態では、本発明は、支持層；支持層に隣接して配置され、光吸収剤を含む光
－熱変換層；および光－熱変換層に隣接し、支持層の反対側に配置された転写層であって
、ドナー要素が画像形成光に選択的に露光されたときに、その少なくとも一部がドナー要
素から隣接受像要素へ像様転写され得る転写層を含む熱転写プロセスに使用するためのド
ナー要素であって、支持層と転写層との間に
　（ａ）第四級アンモニウム陽イオン性化合物、
　（ｂ）ホスフェート陰イオン性化合物、
　（ｃ）ホスホネート陰イオン性化合物、
　（ｄ）１～５個のエステル基および２～１０個の水酸基を含む化合物、
　（ｅ）（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化アミン化合物、ならびに
　（ｆ）それらの組み合わせ
よりなる群から選択される剥離改質剤をも配置されるドナー要素を提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１は、支持層１１０、光－熱変換（ＬＴＨＣ）層１２０、および転写層１３０を含む
ドナー要素１００を示す。本発明では、剥離改質剤は支持層と転写層との間に、例えば図
１の光－熱変換層１２０に配置される。
【００１１】
　本発明では、支持層および転写層が光－熱変換層および剥離改質剤を挟んでおり、本発
明ドナー要素はそれ故、剥離改質剤、隣接光－熱変換層を一面上に有する支持層、および
光－熱変換層に隣接する、そして支持層の反対側の転写層を含む。ドナー要素は任意選択
的に他の層、例えば支持層と転写層との間に配置された（例えば、中間層）、ＬＴＨＣ層
に向い合って支持層に隣接して（例えば帯電防止層）、およびＬＴＨＣ層に向い合って転
写層に隣接して（例えば接着層）を含んでもよい。
【００１２】
　支持層１１０は、例えば製造中に、画像形成可能集合体を製造するときに、および集合
体の画像形成後に使用済みドナー要素を画像形成した受像要素から取り除くときに、ドナ
ー要素をその機能性層で処理する実用的な手段を提供する。かかる態様では、支持層は慣
習的なものであり、画像形成中に実質的に変化するかもしれない層用の基材として働く。
【００１３】
　支持層１１０はポリマーフィルムであることができる。ポリマーフィルムの好適な一タ
イプはポリエステルフィルム、例えば、ポリエチレンテレフタレートまたはポリエチレン
ナフタレートフィルムである。しかしながら、特定の用途向けに十分な機械的および熱的
安定性、ならびにある特定波長での光の高い透過率をはじめとする、任意選択的に十分な
光学的特性を有する他のフィルムを使用することができる。支持層に好適なポリマーの例
には、ポリカーボネート、ポリオレフィン、ポリビニル樹脂、またはポリエステルが挙げ
られる。一実施形態では、合成線状ポリエステルが支持層のために使用される。
【００１４】
　支持層として有用な合成線状ポリエステルは、１つまたは複数のジカルボン酸またはそ
れらの低級アルキル（６個以下の炭素原子）ジエステル、例えばテレフタル酸、イソフタ
ル酸、フタル酸、２，５－、２，６－もしくは２，７－ナフタレンジカルボン酸、コハク
酸、セバシン酸、アジピン酸、アゼライン酸、４，４’－ジフェニルジカルボン酸、ヘキ
サヒドロテレフタル酸または１，２－ビス－ｐ－カルボキシフェノキシエタン（任意選択
的にピバリン酸のようなモノカルボン酸と共に）を、１つまたは複数のグリコール、特に



(6) JP 4856085 B2 2012.1.18

10

20

30

40

50

脂肪族または脂環式グリコール、例えばエチレングリコール、１，３－プロパンジオール
、１，４－ブタンジオール、ネオペンチルグリコールおよび１，４－シクロヘキサンジメ
タノールと縮合させることによって得られてもよい。芳香族ジカルボン酸が好ましい。脂
肪族グリコールが好ましい。例えばヒドロキシプロピオン酸、ヒドロキシ酪酸、ｐ－ヒド
ロキシ安息香酸、ｍ－ヒドロキシ安息香酸、または２－ヒドロキシナフタレン－６－カル
ボン酸などのω－ヒドロキシアルカン酸（典型的にはＣ3～Ｃ12）のような、ヒドロキシ
カルボン酸モノマーから誘導された単位を含有するポリエステルまたはコポリエステルも
また使用されてもよい。一実施形態では、ポリエステルはポリエチレンテレフタレートお
よびポリエチレンナフタレートから選択される。
【００１５】
　支持層は、上のフィルム形成材料の１つまたは複数の別個の層を含んでもよい。それぞ
れの層のポリマー材料は同じまたは異なるものであってもよい。例えば、支持層は１、２
、３、４もしくは５以上の層を含んでもよく、典型的な多層構造物はＡＢ、ＡＢＡ、ＡＢ
Ｃ、ＡＢＡＢ、ＡＢＡＢＡまたはＡＢＣＢＡタイプのものであってもよい。
【００１６】
　支持層の形成は通常の技法によって行われてもよい。好都合にも、支持層の形成は押出
によって達成される。大まかに言えば、本方法は、融解したポリマーの層を押し出す工程
と、押出物を急冷する工程と、急冷された押出物を少なくとも１つの方向に延伸する工程
とを含んでもよい。
【００１７】
　支持層は未延伸であってもよいし、または任意の回数延伸されても、例えば一軸延伸、
もしくは二軸延伸されてもよい。延伸は、延伸フィルム、例えばチューブ状またはフラッ
トフィルムを製造するために当該技術で公知の任意の方法によって達成されてもよい。二
軸延伸は、フィルムの平面で２つの互いに垂直の方向に延伸して機械的特性および物理的
特性の満足のいく組み合わせを達成することによってもたらされてもよい。
【００１８】
　同時二軸延伸は、熱可塑性樹脂ポリマーチューブを押し出すことによって達成されても
よく、チューブはその後急冷され、再加熱され、次に内部ガス圧によって膨張させられて
横延伸を誘発し、そして縦延伸を誘発するであろう速度で引き出される。
【００１９】
　支持層形成ポリマーは、スロットダイを通して押し出され、ポリマーが非晶質状態に急
冷されることを確実にするために冷却されたキャスティングドラム上で迅速に急冷される
。延伸は次に、ポリエステルのガラス転移温度より高い温度で少なくとも１つの方向に急
冷された押出物を延伸することによって達成されてもよい。逐次延伸は、平らな急冷され
た押出物をフィルム延伸機によって先ず一方向に、通常は縦方向、すなわち順方向に、次
に横方向に延伸することによって達成されてもよい。押出物の順方向延伸は、一連の回転
ロールにわたってまたは２対のニップロール間で都合よく達成されてもよく、次に横延伸
はステンター装置で達成される。あるいはまた、キャストフィルムが二軸ステンターで順
方向および横方向の両方に同時に延伸されてもよい。延伸は、ポリマーの性質によって決
定される程度まで達成され、例えばポリエチレンテレフタレートは、延伸フィルムの寸法
が延伸の各方向でその元の寸法の２～５倍、より好ましくは２．５～４．５倍であるよう
に通常延伸される。典型的には、延伸は、７０～１２５℃の範囲の温度で達成される。一
方向のみの延伸が必要とされる場合、より大きい延伸比（例えば、約８倍以下）が用いら
れてもよい。各方向に等しく延伸することは必要ではないが、これが普通である。
【００２０】
　支持層それ自体が２つ以上の層を含む場合、支持層の製造は、マルチ－オリフィスダイ
の独立オリフィスを通してそれぞれのフィルム形成層の同時共押出、そしてその後依然と
して融解した層を合体させることによるか、あるいはまた、それぞれのポリマーの融解流
れが先ずダイ多岐管につながるチャネル内で合体させられ、その後、それによって混合す
ることなく層流の条件下にダイオリフィスから一緒に押し出されて多層ポリマーフィルム
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を生成し、それが本明細書に記載されるように延伸され、ヒートセットされてもよい単一
チャネル共押出によるかのどちらかによる共押出によって都合よく達成されてもよい。多
層支持層の形成はまた、通常の積層技法によって、例えば予め成形した第１層と予め成形
した第２層とを一緒に積層することによって、または、例えば、予め成形した第２層上へ
第１層をキャストすることによって達成されてもよい。
【００２１】
　支持層は、一様なコーティングを都合よく塗布し、次の層中へ集結させることができ、
そして最終多層ドナー要素をシートまたはロール形で都合よく処理することができるよう
に典型的には薄く、コート可能である。支持層組成物はまた、画像形成中にＬＴＨＣ層の
加熱にもかかわらず安定のままである材料から典型的には選択される。より厚いまたはよ
り薄い支持層が使用されてもよいが、支持層の典型的な厚さは０．００５～０．５ｍｍの
範囲、例えば１５μｍ、２５μｍ、５０μｍ、１００μｍ、または２５０μｍ厚さのフィ
ルムであってもよい。支持層の幅および長さ寸法はハンドリングの便利さのために選択さ
れ、画像形成されることになる受像要素の寸法は、例えば０．１～５ｍの幅、および０．
１～１０，０００ｍの長さである。
【００２２】
　最も近い隣接層（例えば、下層またはＬＴＨＣ層）と接触する支持層の最外面を形成す
るために使用される材料は、支持層と隣接層との間の接着性を改善するため、支持層と隣
接層との間の温度輸送を制御するため、ＬＴＨＣ層への画像形成光輸送を制御するため、
ドナー要素のハンドリングを改善するためなどのために選択することができる。任意の下
塗り層を、支持層上へのその後の層のコーティング中に一様性を増やし、そしてまた支持
層と隣接層との間の接着強度を増やすために使用することができる。プライマー層付きの
好適な支持層の一例は、帝人株式会社（製品Ｎｏ．ＨＰＥ１００、日本国大阪）から入手
可能である。
【００２３】
　支持層は、デュポンテイジンフィルムス（ＤｕＰｏｎｔＴｅｉｊｉｎＦｉｌｍｓ）（登
録商標）、本願特許出願人と帝人株式会社との合弁事業によって製造されるポリエステル
フィルムのメリネックス（ＭＥＬＩＮＥＸ）（登録商標）ラインのような、隣接連続層を
受け入れるためにプラズマ処理されてもよい。転写層の反対側の支持材の面上のバッキン
グ層が任意選択的に支持材上に提供されてもよい。これらのバッキング層は、支持層の裏
面、すなわち、転写可能な層とは反対側面に粗い表面を提供するために充填剤を含有して
もよい。あるいはまた、支持層それ自体が、支持層の裏面に粗い表面を提供するためにシ
リカのような充填剤を含有してもよい。あるいはまた、支持層は、支持層の一面または両
面に粗い表面を提供するために物理的に粗面化されてもよい。物理的な粗面化方法の幾つ
かの例には、サンドブラスティング、金属ブラシで衝撃を与えることなどが挙げられる。
光減衰層は、粗面化支持層表面、または吸収剤もしくは拡散剤のような光減衰剤をまた含
むことができる表面層に由来してもよい。
【００２４】
　支持層は、ボイド化剤、滑剤、酸化防止剤、ラジカル捕捉剤、ＵＶ吸収剤、難燃剤、熱
安定剤、ブロッキング防止剤、界面活性剤、スリップ助剤、蛍光増白剤、光沢改良剤、プ
ロデグラデント（ｐｒｏｄｅｇｒａｄｅｎｔ）、粘度調整剤および分散安定剤のような、
ポリマーフィルムの製造に通常用いられる添加剤の任意のものを含有してもよい。充填剤
は当該技術で周知であるように、ポリマーフィルム用の特に共通の添加剤であり、フィル
ム特性を調節するのに有用である。典型的な充填剤には、当該技術で周知であり、そして
例えば（特許文献２）に記載されているように、微粒子無機充填剤（金属もしくは半金属
酸化物、例えばカルシウムおよびバリウムの炭酸塩および硫酸塩などの粘土およびアルカ
リ性金属塩のような）もしくは非相溶性樹脂充填剤（ポリアミドおよびポリオレフィンの
ような）または２つ以上のかかる充填剤の混合物が含まれる。層の組成物の成分は通常の
方法で一緒に混合されてもよい。例えば、それから層ポリマーが誘導されるモノマー反応
体と混合することによって、または成分は、混転もしくは乾式ブレンディングによってま
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たは押出機中で混ぜ合わせることによってポリマーと混合され、それに冷却および、通常
は、顆粒もしくはチップへの粉砕が続いてもよい。マスターバッチ技術がまた用いられて
もよい。
【００２５】
　支持層は好ましくは充填剤なしであるかまたはわずかにだけ充填剤入りである、すなわ
ち、任意の充填剤が、一般に支持層ポリマーの０．５重量％を超えない、好ましくは０．
２重量％未満の少量だけ存在する。この実施形態では、支持層は典型的には光学的に無色
透明であろうし、標準ＡＳＴＭ（米国材料試験協会）Ｄ　１００３に従って測定されて、
好ましくは６％未満、より好ましくは３．５％未満、そして特に２％未満の散乱可視光の
百分率（ヘーズ）を有する。
【００２６】
　金属化フィルムは、ドナー要素用の支持層として使用することができる。具体的な例に
は、ポリエチレンテレフタレートまたはポリオレフィンフィルムを含むシングルフィルム
または多層フィルムが挙げられる。有用なポリエチレンテレフタレートフィルムには、す
べてＣＰフィルムス、バージニア州マーチンズビル（ＣＰ　Ｆｉｌｍｓ，Ｍａｒｔｉｎｓ
ｖｉｌｌｅ，Ｖａ）によって金属クロムで５０％可視光透過率まで金属化された、メリネ
ックス（ＭＥＬＩＮＥＸ）（登録商標）４７３（１００μｍ厚さ）、メリネックス（登録
商標）６４４２（１００μｍ厚さ）、メリネックス（登録商標）ＬＪＸ１１１（２５μｍ
厚さ）、およびメリネックス（登録商標）４５３（５０μｍ厚さ）が含まれる。
【００２７】
　支持層は通常、ＬＴＨＣ層に達する前にそれに当たる画像形成光を適度に通し、例えば
、支持層は画像形成波長で９０％以上の光透過率を有する。支持層は単層または多層であ
ることができる。同様に、反射防止層が光反射を減らすために支持層上に形成されてもよ
い。
【００２８】
　光－熱変換層１２０は、画像形成工程中に、少なくともＬＴＨＣ層で１つまたは複数の
光吸収剤によって吸収された光を熱エネルギーに変換する役割を果たし、当該熱エネルギ
ーは、後で記載される集合体の転写層の幾つかの成分または体積の受像要素への転写を引
き起こすのに十分である。
【００２９】
　典型的には、ＬＴＨＣ層中の光吸収剤は、電磁スペクトルの赤外、可視および／または
紫外領域の光を吸収し、吸収された光を熱に変換する。光吸収剤は典型的には、選択され
た画像形成光を高度に吸収し、画像形成光の波長で約０．１～３以上の範囲の吸光度（あ
る特定の波長で入射光の２０～９９．９％以上の吸収）のＬＴＨＣ層を提供する。典型的
には、画像形成光の波長でのＬＴＨＣ層の吸光度は約０．１、０．２、０．３、０．４、
０．６、０．８、１．０、１．２５、１．５、２、２．５、もしくは１０またはそれらの
間の任意の値である。吸光度は、ａ）（典型的には最短方向で）層を通して伝えられる光
の強度およびｂ）層に入射する光の強度の比の対数（ベース１０）の絶対値である。例え
ば、１の吸光度は入射光強度の１０％の透過に相当し、０．４より大きい吸光度は入射光
強度の約４０％未満の透過に相当する。
【００３０】
　一実施形態では、ＬＴＨＣ層は画像形成のために用いられる波長領域または特定波長の
光を高度に吸収するが、ＬＴＨＣ層は別の波長領域または特定波長でははるかに少なく吸
収性（例えば透明、セミ透明、または半透明）である。例えば、約８３０ｎｍに最大出力
を有するレーザーで画像形成されるＬＴＨＣ層は、７５０～９５０ｎｍの波長領域に最大
吸光度を有することができるが、同時に４００～７５０ｎｍの領域での最大吸光度が、少
なくとも５倍より小さい（例えば、７５０～９００ｎｍの最大吸光度は８４０ｎｍにあっ
て０．５であるが、４００～７５０ｎｍの最大吸光度は６５０ｎｍにあって０．０９であ
る）。一実施形態では、画像形成領域対非画像形成領域の吸光度のこの局所比は、非画像
形成領域が比較的透明であるように典型的には１より大きい、例えば比は２、４、８、１
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２、１６、３２またはそれ以上から選択されたものより大きいであろう。ある所与の波長
領域での吸光度のこの比は、ＬＴＨＣ層に、そしてまたＬＴＨＣ層中の任意の重要な吸収
剤にも適用することができる（例えば、画像形成光の吸収の少なくとも１０％の割合を占
めるもののような任意の特定吸収剤、例えば、２－（２－（２－クロロ－３－（２－（１
，３－ジヒドロ－１，１－ジメチル－３－（４－スルホブチル）－２Ｈ－ベンズ［ｅ］イ
ンドール－２－イリデン）エチリデン）－１－シクロヘキセン－１－イル）エテニル）－
１，１－ジメチル－３－（４－スルホブチル）－１Ｈ－ベンズ［ｅ］インドリウム、分子
内塩、ＣＡＳ　Ｎｏ．［１６２４１１－２８－１］を有する遊離酸は、該比によって特徴
付けることができる）。
【００３１】
　一実施形態では、ＬＴＨＣ層は、ある種の画像形成波長で光を著しく吸収するが、ある
他の波長では光を著しく伝える。例えば予言的な一実施形態では、波長８３２ｎｍで光の
９０％を吸収しながら（赤外線レーザーによる画像形成のために用いられる波長で吸光度
１）、波長４４０ｎｍでは光の２０．６％のみが吸収され（ブルー波長で吸光度０．１０
）、赤外線の画像形成波長でよりも可視波長ではるかに多くの光をドナーに伝えさせる。
当該ケースでは吸光度の比（画像形成波長対他の波長）は１０である。他の波長での透過
率は完全である必要はないが、改善されるべきであり、３程度から１００程度またはそれ
以上まで変わる吸光度比は有用であることができる。例えば目視検査では、５、１０、１
５、３０、および６０以上の比から選択された、選択的に伝えられる波長について可視波
長に有利に働く比が有用であるはずである。ＬＴＨＣ層を通る光の透過率に有用な波長に
は、紫外スペクトルでは３００および３５０ｎｍ、可視スペクトルでは４００、４５０、
５００、５５０、６００、６５０、６７０、７００、および７５０ｎｍ、そして赤外スペ
クトルでは７７０、８００、８５０、９００、１０００、および１２００ｎｍが含まれる
。熱を発生させるための吸光度に有用な波長には、レーザー出力波長に相当する、６７１
、７８０、７８５、８１５、８３０、８４０、８５０、９００、９４６、１０４７、１０
５３、１０６４、１３１３、１３１９、および１３４０ｎｍのような波長が含まれる。所
与の波長で光の２０％以上を伝える層は、当該波長で（比較的）透明であると言うことが
できる。透明度は、透過率が例えば所与の波長で２０から３０に４０に５０に６０に７０
に８０に９０に９５％以上の透過率に増加するにつれて改善され、透明度はＬＴＨＣ層で
改善される。光の散乱はまた、後方散乱および散乱損失を最小限にすることによって透明
度を改善するために最小限にされるべきである。
【００３２】
　画像形成放射線向けに高度に吸収性の材料の使用は、非常に薄いＬＴＨＣ層が構築され
ることを可能にする。薄いＬＴＨＣ層は、光吸収によって高い局所的な温度を生成するの
に有用であることができる。一実施形態では、ＬＴＨＣ層の厚さは５００ｎｍ厚さ以下で
ある。他の有用な厚さには、４００ｎｍ、３００ｎｍ、２００ｎｍ、１５０ｎｍ、１００
ｎｍ、７５ｎｍ、５０ｎｍ、および３０ｎｍ未満かそれらに等しいが含まれる。一般に厚
さが約５μｍ以下の、より厚い層もまた使用することができる。
【００３３】
　一実施形態では、厚さは実験によって容易に最適化され、層の光吸収特性ほど重要でな
い可能性はあるが、典型的な光－熱変換層の厚さは５０ｎｍ～２５０ｎｍの範囲である。
非常に薄いフィルムは、好適に高い一定の量の光吸収を達成しないかもしれない。厚さは
、画像形成プロセス中に管理可能な量の熱エネルギーおよび温度を達成するように、有害
な副作用なしに材料の必要な転写を達成するように、存在する光吸収剤の濃度および有効
性に応じて典型的には変更される。
【００３４】
　ほんの薄い層でかなりの量の光を吸収できる光－熱変換層用の光吸収剤を選択すること
はしばしば有用である。例えば、０．２μｍの層が８３０ｎｍでの光について０．２の吸
光度を有する場合、層は８３０ｎｍで１／μｍの光学密度を有すると言われ得る。一実施
形態では、光－熱変換層は７５０～１４００ｎｍの波長で０．０１、０．１、０．５、１
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．０、２．０、４、８、１６、３２、６４、および１２５／μｍからの２つの選択の間の
少なくとも１つの光学密度を有する。あるいはまた、好適な量の光が伝えられるよりむし
ろ吸収されることができ、透過率は１０、２０、３０、４０、および５０％から選択され
たものほどに低く、６０、７０、８０、および９０％から選択されたより高い量の透過率
ほどに高い。
【００３５】
　一実施形態では、光－熱変換層中の光吸収剤または光吸収剤の組み合わせは、光の可視
、短波長中赤外、および長波長中赤外波長バンドの少なくとも１つで少なくとも１つ波長
について吸光度の０．１単位より多く寄与する。
【００３６】
　ＬＴＨＣ層、剥離改質剤層、またはそれらの前駆体は、例えば、棒コーティング、グラ
ビアコーティング、押出コーティング、蒸着、積層および他のかかる技法のような材料を
コートするための任意の好適な技法によって付けられてもよい。
【００３７】
　ＬＴＨＣ層用の好適な光吸収物質は、例えば、染料（例えば、可視染料、紫外染料、近
赤外染料をはじめとする赤外染料、蛍光染料、および放射線偏光染料）、顔料、金属、金
属化合物、金属フィルム、ならびに他の好適な吸収物質を含むことができる。
【００３８】
　ＬＴＨＣ層で光吸収剤としての使用に好適な染料は、顔料についてのように実質的に完
全に（＞８０％）微粒子の形でよりもむしろ、少なくともある程度（＞５％）溶解された
形で、または少なくとも部分的に分散された形で存在してもよい。一実施形態では、画像
形成波長での吸光度に最も関与する光吸収剤は、ＬＴＨＣ層に完全にまたは部分的に（＞
５％）溶解された染料である。一実施形態では、画像形成波長での吸光度に最も関与する
光吸収剤は、ドナー要素構築物に塗布されるときに調合物に実質的に（＞８０％）溶解さ
れており、後で部分的に分散された状態になる。
【００３９】
　光－熱変換層での光吸収剤として好適な染料および顔料の例には、ポリ置換フタロシア
ニン化合物および金属含有フタロシアニン化合物；金属錯体化合物、ベンゾオキサゾール
化合物、ベンズ［ｅ，ｆ，またはｇ］インドリウム化合物、インドシアニン化合物、シア
ニン化合物；スクァリリウム化合物；カルコゲノピリロアクリデン化合物；クロコニウム
およびクロコネート化合物；金属チオレート化合物；ビス（カルコゲノピリロ）ポリメチ
ン化合物；オキシインドリジン化合物；インドリジン化合物；ピリリウムおよび金属ジチ
オレン化合物、ビス（アミノアリール）ポリメチン化合物；メロシアニン（ｍｅｒｏｃｙ
ａｎｉｎｅ）化合物；チアジン化合物；アズレニウム化合物；キサンテン化合物；ならび
にキノイド化合物が挙げられる。米国特許公報（特許文献３）、「ＩＲ放射線吸収性化合
物およびその利用による光学記録媒体（ＩＲ－ｒａｙ　ａｂｓｏｒｐｔｉｖｅ　ｃｏｍｐ
ｏｕｎｄ　ａｎｄ　ｏｐｔｉｃａｌ　ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　ｍｅｄｉｕｍ　ｂｙ　ｕｓｅ
　ｔｈｅｒｅｏｆ）」、米国特許公報（特許文献４）、「レーザー誘発熱染料転写に使用
される染料－ドナー要素用の赤外線吸収ニッケル－ジチオレン染料錯体（Ｉｎｆｒａｒｅ
ｄ　ａｂｓｏｒｂｉｎｇ　ｎｉｃｋｅｌ－ｄｉｔｈｉｏｌｅｎｅ　ｄｙｅ　ｃｏｍｐｌｅ
ｘｅｓ　ｆｏｒ　ｄｙｅ－ｄｏｎｏｒ　ｅｌｅｍｅｎｔ　ｕｓｅｄ　ｉｎ　ｌａｓｅｒ－
ｉｎｄｕｃｅｄ　ｔｈｅｒｍａｌ　ｄｙｅ　ｔｒａｎｓｆｅｒ）」、米国特許公報（特許
文献５）、「レーザー誘発熱染料転写に使用される染料－ドナー要素用の赤外線吸収オキ
ソノール染料（ｏｘｏｎｏｌ　ｄｙｅｓ）」、米国特許公報（特許文献６）、「レーザー
誘発熱染料転写に使用される染料－ドナー要素用の赤外線吸収三核シアニン染料（ｔｒｉ
ｎｕｃｌｅａｒ　ｃｙａｎｉｎｅ　ｄｙｅｓ）」、米国特許公報（特許文献７）、「赤外
線吸収性組成物（Ｉｎｆｒａｒｅｄ　ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎｓ）
」、米国特許公報（特許文献８）、「赤外線吸収スクァリリウム化合物を含有する熱画像
形成用のドナー要素（Ｄｏｎｏｒ　ｅｌｅｍｅｎｔ　ｆｏｒ　ｔｈｅｒｍａｌ　ｉｍａｇ
ｉｎｇ　ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ　ｉｎｆｒａ－ｒｅｄ　ａｂｓｏｒｂｉｎｇ　ｓｑｕａｒ
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ｙｌｉｕｍ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ）」、米国特許公報（特許文献９）、「レーザー誘発熱染
料転写に使用される染料－ドナー要素用の赤外線吸収インデン－橋架け－ポリメチン染料
（ｉｎｄｅｎｅ－ｂｒｉｄｇｅｄ－ｐｏｌｙｍｅｔｈｉｎｅ　ｄｙｅｓ）」、米国特許公
報（特許文献１０）、「レーザー誘発熱染料転写に使用される染料－ドナー要素用の赤外
線吸収シアニン染料（ｃｙａｎｉｎｅ　ｄｙｅｓ）」、米国特許公報（特許文献１１）、
「レーザー誘発熱染料転写に使用される染料－ドナー要素用の赤外線吸収キノイド染料（
ｑｕｉｎｏｉｄ　ｄｙｅｓ）」、米国特許公報（特許文献１２）、「レーザー誘発熱染料
転写に使用される染料－ドナー要素用の赤外線吸収メロシアニン染料」、米国特許公報（
特許文献１３）、「レーザー誘発熱染料転写に使用される染料－ドナー要素用の赤外線吸
収ビス（アミノアリール）ポリメチン染料（ｂｉｓ（ａｍｉｎｏａｒｙｌ）ｐｏｌｙｍｅ
ｔｈｉｎｅ　ｄｙｅｓ）」、米国特許公報（特許文献１４）、「レーザー誘発熱染料転写
に使用される染料－ドナー要素用の赤外線吸収オキシインドリジン染料（ｏｘｙｉｎｄｏ
ｌｉｚｉｎｅ　ｄｙｅｓ）」、米国特許公報（特許文献１５）、「レーザー誘発熱染料転
写に使用される染料－ドナー要素用の赤外線吸収ビス（カルコゲノピリロ）ポリメチン染
料（ｂｉｓ（ｃｈａｌｃｏｇｅｎｏｐｙｒｙｌｏ）ｐｏｌｙｍｅｔｈｉｎｅ　ｄｙｅｓ）
」、米国特許公報（特許文献１６）、「レーザー誘発熱染料転写に使用される染料－ドナ
ー要素用の赤外線吸収カルコゲノピリロ－アリーリデン染料（ｃｈａｌｃｏｇｅｎｏｐｙ
ｒｙｌｏ－ａｒｙｌｉｄｅｎｅ　ｄｙｅｓ）」、米国特許公報（特許文献１７）、「レー
ザー誘発熱染料転写に使用される染料－ドナー要素用の赤外線吸収スクァリリウム染料（
ｓｑｕａｒｙｌｉｕｍ　ｄｙｅｓ）」、米国特許公報（特許文献１８）、「近赤外線吸収
組成物（Ｎｅａｒ　ｉｎｆｒａｒｅｄ　ａｂｓｏｒｂｉｎｇ　ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ）
」、米国特許公報（特許文献１９）、「２つのチオレート二座配位子を含有する金属錯体
化合物を含む赤外線吸収剤（Ｉｎｆｒａｒｅｄ　ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　ｃｏｍｐｒｉｓｉ
ｎｇ　ａ　ｍｅｔａｌ　ｃｏｍｐｌｅｘ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ　ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ　ｔ
ｗｏ　ｔｈｉｏｌａｔｏ　ｂｉｄｅｎｔａｔｅ　ｌｉｇａｎｄｓ）」、米国特許公報（特
許文献２０）、「赤外線吸収組成物（Ｉｎｆｒａｒｅｄ　ａｂｓｏｒｂｉｎｇ　ｃｏｍｐ
ｏｓｉｔｉｏｎ）」、米国特許公報（特許文献２１）、「レーザー誘発熱染料転写に使用
される染料－ドナー要素用の赤外線吸収第一鉄錯体（ｆｅｒｒｏｕｓ　ｃｏｍｐｌｅｘｅ
ｓ）」、米国特許公報（特許文献２２）、「水溶性の赤外線吸収染料およびそれらを含有
するインクジェットインク（Ｗａｔｅｒ　ｓｏｌｕｂｌｅ　ｉｎｆｒａｒｅｄ　ａｂｓｏ
ｒｂｉｎｇ　ｄｙｅｓ　ａｎｄ　ｉｎｋ－ｊｅｔ　ｉｎｋｓ　ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ　ｔ
ｈｅｍ）」、米国特許公報（特許文献２３）、「赤外線吸収剤およびそれを使用する光学
材料（Ｉｎｆｒａｒｅｄ　ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　ａｎｄ　ｏｐｔｉｃａｌ　ｍａｔｅｒｉ
ａｌ　ｕｓｉｎｇ　ｔｈｅ　ｓａｍｅ）」、米国特許公報（特許文献２４）、「熱転写染
料および赤外放射線フタロシアニン吸収剤入り転写印刷媒体（ＴＲＡＮＳＦＥＲ　ＰＲＩ
ＮＴＩＮＧ　ＭＥＤＩＵＭ　ＷＩＴＨ　ＴＨＥＲＭＡＬ　ＴＲＡＮＳＦＥＲ　ＤＹＥ　Ａ
ＮＤ　ＩＮＦＲＡ－ＲＥＤ　ＲＡＤＩＡＴＩＯＮ　ＰＨＴＨＡＬＯＣＹＡＮＩＮＥ　ＡＢ
ＳＯＲＢＥＲ）」、米国特許公報（特許文献２５）、「赤外線吸収剤（Ｉｎｆｒａｒｅｄ
　ａｂｓｏｒｂｅｎｔ）」、米国特許公報（特許文献２６）、「近赤外線吸収ポリメリゼ
ート（Ｎｅａｒ　ｉｎｆｒａｒｅｄ　ａｂｓｏｒｂｉｎｇ　ｐｏｌｙｍｅｒｉｚａｔｅ）
」、米国特許公報（特許文献２７）、「ピリリウムまたはチオピリリウム－スクァリリウ
ム染料層を有する記録素子および新しいピリリウムまたはチオピリリウム－スクァリリウ
ム化合物（Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　ｅｌｅｍｅｎｔ　ｈａｖｉｎｇ　ａ　ｐｙｒｙｌｉｕｍ
　ｏｒ　ｔｈｉｏｐｙｒｙｌｉｕｍ－ｓｑｕａｒｙｌｉｕｍ　ｄｙｅ　ｌａｙｅｒ　ａｎ
ｄ　ｎｅｗ　ｐｙｒｙｌｉｕｍ　ｏｒ　ｔｈｉｏｐｙｒｙｌｉｕｍ－ｓｑｕａｒｙｌｉｕ
ｍ　ｃｏｍｐｏｕｎｄｓ）」、米国特許公報（特許文献２８）、「記録ならびにオキソイ
ンドリジンおよびオキソインドリジニウム染料を含む情報記録素子（Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ
　ａｎｄ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｒｅｃｏｒｄ　ｅｌｅｍｅｎｔｓ　ｃｏｍｐｒｉｓ
ｉｎｇ　ｏｘｏｉｎｄｏｌｉｚｉｎｅ　ａｎｄ　ｏｘｏｉｎｄｏｌｉｚｉｎｉｕｍ　ｄｙ
ｅｓ）」、米国特許公報（特許文献２９）、「２，６－ジ－第三ブチル－４－置換チオピ
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リリウム塩、その製造方法、およびそれを含有する光伝導性組成物（２，６－Ｄｉ－ｔｅ
ｒｔ－ｂｕｔｙｌ－４－ｓｕｂｓｔｉｔｕｔｅｄ　ｔｈｉｏｐｙｒｙｌｉｕｍ　ｓａｌｔ
，ｐｒｏｃｅｓｓ　ｆｏｒ　ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ｏｆ　ｓａｍｅ，ａｎｄ　ａ　ｐｈ
ｏｔｏｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ　ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ　ｓａｍ
ｅ）」、米国特許公報（特許文献３０）、「光重合性製品（ＰＨＯＴＯＰＯＬＹＭＥＲＩ
ＺＡＢＬＥ　ＰＲＯＤＵＣＴＳ）」に開示されている光吸収物質もまた、適切な光源で使
用されるときに本明細書で好適である。
【００４０】
　好適な赤外線－吸収染料（近赤外線－、中赤外線－、および遠赤外線－吸収染料をはじ
めとする）の製造業者はＨ．Ｗ．サンズ・コーポレーション、フロリダ州ジュピター（Ｈ
．Ｗ．Ｓａｎｄｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｊｕｐｉｔｅｒ，ＦＬ）である。好適な染
料には、ＳＤＡ－４９２７としてＨ．Ｗ．サンズ社、フロリダ州ジュピターから入手可能
な、２－（２－（２－クロロ－３－（２－（１，３－ジヒドロ－１，１－ジメチル－３－
（４－スルホブチル）－２Ｈ－ベンズ［ｅ］インドール－２－イリデン）エチリデン）－
１－シクロヘキセン－１－イル）エテニル）－１，１－ジメチル－３－（４－スルホブチ
ル）－１Ｈ－ベンズ［ｅ］インドリウム、分子内塩、ＣＡＳ　Ｎｏ．［１６２４１１－２
８－１］を有する遊離酸；ＳＤＡ－５８０２としてＨ．Ｗ．サンズ社、フロリダ州ジュピ
ターから入手可能な、分子式Ｃ41Ｈ47Ｎ4Ｎａ1Ｏ6Ｓ3および分子当たり約８１１グラムの
分子量を有する、２－［２－［２－（２－ピリミジノチオ）－３－［２－（１，３－ジヒ
ドロ－１，１－ジメチル－３－（４－スルホブチル）－２Ｈ－ベンズ［ｅ］インドール－
２－イリデン）］エチリデン１－シクロペンテン－１－イル］エテニル］－１，１-ジメ
チル－３－（４－スルホブチル）－１Ｈ－ベンズ［ｅ］インドリウム、分子内塩、ナトリ
ウム塩；ＳＤＡ－８６６２としてＨ．Ｗ．サンズ社、フロリダ州ジュピターから入手可能
な、ＣＡＳ　Ｎｏ．［３５９９－３２－４］、およびモル当たり約７７５グラムの分子量
を有するインドシアニングリーン；ハンプフォード・リサーチ社、コネチカット州ストラ
トフォード（Ｈａｍｐｆｏｒｄ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｉｎｃ，Ｓｔｒａｔｆｏｒｄ，ＣＴ
）、またはＴＩＣ－５Ｃとしてピスガー・ラボタトリーズ、ノースカロライナ州ピスガー
・フォーレスト（Ｐｉｓｇａｈ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ，Ｐｉｓｇａｈ　Ｆｏｒｅｓ
ｔ，ＮＣ）から入手可能な、ＣＡＳ　Ｎｏ．［１２８４３３－６８－１］およびモル当た
り約６１９グラムの分子量を有する、３Ｈ－インドリウム、２－［２－［２－クロロ－３
－［（１，３－ジヒドロ－１，３，３－トリメチル－２Ｈ－インドール－２－イリデン）
エチリデン］－１－シクロペンテン－１－イル］エテニル］－１，３，３－トリメチル－
、トリフルオロメタンスルホン酸との塩（１：１）が含まれる。他のかかる染料の例は、
（非特許文献１）に、および（非特許文献２）に見いだされるかもしれない。商品名サイ
アソーブ（ＣＹＡＳＯＲＢ）ＩＲ－９９（［６７２５５－３３－８］）、ＩＲ－１２６（
［８５４９６－３４－０］）およびＩＲ－１６５（Ｎ，Ｎ’－２，５－シクロヘキサジエ
ン－１，４－ジイリデンビス［４－（ジブチルアミノ）－Ｎ－［４－（ジブチルアミノ）
フェニル］ベンゼンアミニウムビス［（ＯＣ－６－１１）－ヘキサフルオロアンチモネー
ト（１－）］、［５４９６－７１－９］）で、アメリカン・サイアナミッド社、ニュージ
ャージー州ウェイン（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｙａｎａｍｉｄ　Ｃｏ．，Ｗａｙｎｅ，ＮＪ
）によって；サイテック・インダストリーズ、ニュージャージー州ウェスト・パターソン
（Ｃｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｗｅｓｔ　Ｐａｔｅｒｓｏｎ，ＮＪ）によってま
たはグレンデール・プロテクティブ・テクノロジーズ社、フロリダ州レークランド（Ｇｌ
ｅｎｄａｌｅ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｖｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ，Ｉｎｃ．，Ｌａｋｅ
ｌａｎｄ，Ｆｌｏｒｉｄａ）によって市販されているＩＲ吸収剤が使用されてもよい。
【００４１】
　具体的な染料は、ＬＴＨＣ層にとって必要な、望まれる、望まれない、および禁止され
る吸収の波長範囲だけでなく、ＬＴＨＣ層の具体的なバインダーおよび／またはコーティ
ング溶剤への溶解性、およびそれらとの相溶性のような因子に基づいて選択されてもよい
。
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【００４２】
　顔料物質もまた、光吸収剤としてＬＴＨＣ層に使用されてもよい。好適な顔料の例には
、フタロシアニン、ニッケルジチオレン、および他の顔料だけでなく、カーボンブラック
およびグラファイトが挙げられる。さらに、例えば、ピラゾロンイエロー、ジアニシジン
レッドの銅またはクロム錯体、およびニッケルアゾイエローをベースにする黒アゾ顔料も
有用である。無機顔料もまた価値がある。例には、アルミニウム、ビスマス、スズ、イン
ジウム、亜鉛、チタン、クロム、モリブデン、タングステン、コバルト、イリジウム、ニ
ッケル、パラジウム、白金、銅、銀、金、ジルコニウム、鉄、鉛またはテルルのような金
属の酸化物および硫化物が挙げられる。金属ホウ化物、炭化物、窒化物、炭窒化物、ブロ
ンズ構造化酸化物、およびブロンズ族に構造上関連する酸化物もまた実用性がある。
【００４３】
　別の好適なＬＴＨＣ層には、薄膜として形成された金属または金属／金属酸化物、例え
ば、黒色アルミニウム（すなわち、黒色外観を有する部分酸化アルミニウム）またはクロ
ムが含まれる。金属および金属化合物フィルムは、例えば、スパッタリングおよび蒸着の
ような技法によって形成されてもよい。微粒子コーティングは、バインダーおよび任意の
好適な乾式または湿式コーティング技法を用いて形成されてもよい。
【００４４】
　ＬＴＨＣ層に好適な材料は無機または有機であることができ、画像形成光を本質的に吸
収することができるまたはフィルム形成もしくは接着性改質のような他の目的に役立つこ
とができる。
【００４５】
　目的とする波長で重要でない光－熱変換体であるが、他の機能に役立つ好適な光－熱変
換層中の成分の例には、典型的なバインダー、ポリマー、および界面活性剤のようなコー
ティング助剤、ならびに画像形成光波長でわずかな吸光度の顔料および染料のようなマイ
ナーな光吸収剤が挙げられる。
【００４６】
　一実施形態では、転写層、光－熱変換層、支持層と転写層との間の層、または剥離改質
剤を含む層のような層がバインダーを含む。一実施形態では、バインダーは樹脂、ポリマ
ーまたはコポリマーである。本発明での使用のための好適なバインダーは、ポリウレタン
；ポリオール（ポリビニルアルコールおよびエチレン－ビニルアルコールをはじめとする
）；ポリオレフィン（ポリエチレン、ポリプロピレンのような）およびポリスチレン（ポ
リアルファ－メチルスチレンのような）およびポリオレフィンワックス；ポリオレフィン
／ビスアミド；ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）；ポリビニルピロリドン／酢酸ビニルコ
ポリマー（ＰＶＰ／ＶＡ）；ポリアクリル樹脂；ポリアルキルメタクリレート（特にポリ
メチルメタクリレート（ＰＭＭＡ））；アクリルおよびメタクリルコポリマー；スルホン
化アクリルおよびメタクリルコポリマー；エチレン／アクリル酸コポリマー；アクリル／
シリカ樹脂（サンモル（Ｓａｎｍｏｌ）TMのような）；ポリエステル（スルホン化ポリエ
ステルをはじめとする）；セルロース系エステルおよびエーテル（ヒドロキシエチルおよ
びカルボキシメチルセルロースのような）；ニトロセルロース；ポリイミン（ポリエチレ
ンイミンのような）；ポリアミン（ポリアリルアミンのような）；スチレン／無水マレイ
ン酸コポリマー；第四級アンモニウム化合物；ラウリル硫酸アンモニウム；フィッシャー
・トロプシュ非イオン性エマルジョン（ミケム（Ｍｉｃｈｅｍ）６４５４０として入手可
能な）；多糖類樹脂；ＰＴＦＥおよびポリクロロトリフルオロエチレン（ＰＣＴＦＥ）を
はじめとするハロゲン化ポリオレフィン；アルコール中のコポリエステル樹脂（ヴァイロ
ナル（Ｖｙｌｏｎａｌ）TMとして商業的に入手可能なもののような）；スルホン化無水マ
レイン酸；エチレン酢酸ビニル；ポリオキサゾリン；高ＭＷポリオレフィンアルコール（
ポリエチレンオキシド）；ポリオキシメチレン；ゼラチン；フェノール樹脂（ノボラック
およびレゾール樹脂のような）；ポリビニルブチラール樹脂；ポリ酢酸ビニル；ポリビニ
ルアセタール；ポリ塩化およびフッ化ビニリデン；ポリ塩化およびフッ化ビニル；ポリカ
ーボネートならびにポリアルキレンカーボネートをはじめとする、本明細書にリストされ
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る様々な材料から選択されてもよい。バインダーはまた、任意選択的にアルコキシル化（
例えばメトキシル化またはエトキシル化）された、メラミンのようなアミンとホルムアル
デヒドのようなアルデヒドとの縮合生成物を含んでもよい。加えて、転写層用の本明細書
に列挙されるバインダーはまた、転写アシスト層に使用されてもよい。好ましくは、その
水相での水分散性バインダーの平均粒度は、均一なコーティング層を促進するために、０
．１μｍ未満、より好ましくは０．０５μｍ未満であり、そして好ましくは狭い粒度分布
を有する。
【００４７】
　好ましいバインダーは、放射線吸収剤と良好な相溶性を示し、そして基材層への転写ア
シストコーティングの接着性の有意な損失なしに転写アシストコーティング層中への放射
線吸収剤のより高い使用量を可能にするものである。放射線吸収剤のより高い使用量は、
転写アシストコーティングによって吸収される放射線の量を増やすために望ましい。
【００４８】
　一実施形態では、バインダーは、アクリルおよび／またはメタクリル樹脂および任意選
択的にスルホン化ポリエステルよりなる群から、好ましくはポリエステルから選択される
。
【００４９】
　好ましいポリエステルバインダーは、親水性を向上させ、そして当該技術で周知である
ように、ペンダント・イオン性基、好ましくは陰イオン性基、例えばペンダント・スルホ
ネートまたはカルボキシレート基をポリエステル主鎖中へ典型的に導入する官能性コモノ
マーを含むコポリエステルから選択される。
【００５０】
　好適な親水性ポリエステルバインダーには、ジカルボン酸および芳香族ジカルボン酸の
芳香核に結合したスルホネート基を含有するスルホモノマーを含む酸成分とジオール成分
とを有するコポリエステルをはじめとする、部分スルホン化ポリエステルが含まれる。好
ましい実施形態では、スルホモノマーは、コポリエステルの重量を基準にして、約０．１
～約１０モル％の範囲で、好ましくは約１～約１０モル％の範囲で、より好ましくは約２
～約６％の範囲で存在する。一実施形態では、コポリマーの数平均分子量は約１０，００
０～約１５，０００の範囲にある。好ましくは、スルホモノマーのスルホネート基はスル
ホン酸塩、好ましくは、Ｉ族またはＩＩ族金属、好ましくはリチウム、ナトリウムまたは
カリウム、より好ましくはナトリウムのスルホン酸塩である。アンモニウム塩もまた使用
されてもよい。スルホモノマーの芳香族ジカルボン酸は、任意の好適な芳香族ジカルボン
酸、例えばテレフタル酸、イソフタル酸、フタル酸、２，５－、２，６－または２，７－
ナフタレンジカルボン酸から選択されてもよい。好ましくはスルホモノマーの芳香族ジカ
ルボン酸はイソフタル酸である。好ましいスルホモノマーは５－スルホイソフタル酸ナト
リウムおよび４－スルホイソフタル酸ナトリウムである。非スルホン化酸成分は好ましく
は芳香族ジカルボン酸、好ましくはテレフタル酸である。
【００５１】
　好適なアクリル樹脂バインダーの一クラスは、アクリル酸のエステル、好ましくはアル
キル基がメチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｔ－
ブチル、ヘキシル、２－エチルヘキシル、ヘプチルおよびｎ－オクチルのようなＣ１～１
０アルキル基、より好ましくはエチルおよびブチルであるアルキルエステルに由来する少
なくとも１つのモノマーを含む。一実施形態では、樹脂はアルキルアクリレートモノマー
単位を含み、さらにアルキルメタクリレートモノマー単位を含み、特にここで、ポリマー
はエチルアクリレートおよびアルキルメタクリレート（好ましくはメチルメタクリレート
）を含む。好ましい実施形態では、アルキルアクリレートモノマー単位は約３０～約６５
モル％の範囲の割合で存在し、アルキルメタクリレートモノマー単位は約２０～約６０モ
ル％の範囲の割合で存在する。アクリル樹脂のさらなるクラスは、メタクリル酸のエステ
ル、好ましくは上記のようなアルキルエステル、好ましくはメチルエステルに由来する少
なくとも１つのモノマーを含む。存在してもよい他のモノマー単位には、アクリロニトリ
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ル、メタクリロニトリル、ハロ置換アクリロニトリル、ハロ置換メタクリロニトリル、ア
クリルアミド、メタクリルアミド、Ｎ－メチロールアクリルアミド、Ｎ－エタノールアク
リルアミド、Ｎ－プロパノールアクリルアミド、Ｎ－メタクリルアミド、Ｎ－エタノール
メタクリルアミド、Ｎ－メチルアクリルアミド、Ｎ－第三ブチルアクリルアミド、ヒドロ
キシエチルメタクリレート、グリシジルアクリレート、グリシジルメタクリレート、ジメ
チルアミノエチルメタクリレート；イタコン酸、イタコン酸無水物およびイタコン酸の半
エステル；酢酸ビニル、クロロ酢酸ビニルおよび安息香酸ビニルのようなビニルエステル
；ビニルピリジン、塩化ビニル、塩化ビニリデン、マレイン酸、無水マレイン酸、スチレ
ンおよびクロロスチレン、ヒドロキシスチレンおよびアルキル基がＣ１～１０アルキル基
であるアルキル化スチレンのようなスチレンの誘導体が含まれる。一実施形態では、アク
リル樹脂は約３５～６０モル％エチルアクリレート、約３０～５５モル％メチルメタクリ
レートおよび約２～２０モル％メタクリルアミドを含む。さらなる実施形態では、樹脂は
ポリメチルメタクリレートであり、任意選択的にここで、１つまたは複数のさらなるコモ
ノマー（上に記載されたもののような）が少量（典型的には３０％以下、典型的には２０
％以下、典型的には１０％以下、そして一実施形態では、５％以下）で共重合される。典
型的には、樹脂の分子量は約４０，０００～約３００，０００、より好ましくは約５０，
０００～約２００，０００である。
【００５２】
　バインダー成分としての使用に好適なアクリル樹脂はアクリレートヒドロゾルの形にあ
ることができる。アクリレート－ベースのヒドロゾルはかなりの期間公知であったし（（
非特許文献３））、その製造は（特許文献３１）および（特許文献３２）に記載されてい
る。他のアクリレートヒドロゾルは、それらの開示が参照により本明細書に援用される、
米国特許公報（特許文献３３）および米国特許公報（特許文献３４）に開示されている。
一実施形態では、アクリレートヒドロゾルは、その開示が参照により本明細書に援用され
る米国特許公報（特許文献３５）に開示されているものから選択される。このように、ア
クリルヒドロゾルは、水性エマルジョンでの
　（ａ）約３０～約９９重量％のＣ１～８アルコールの少なくとも１つの（メタ）アクリ
ル酸エステル、
　（ｂ）約０．５～約７重量％の少なくとも１つのエチレン系不飽和酸またはそのアミド
、ならびに
　（ｃ）０～約７０重量％の、スチレン、メチルスチレン、アクリロニトリル、酢酸ビニ
ル、および塩化ビニルよりなる群から選択され少なくとも１つのモノマー
の重合であって、特に、（ｉ）少なくとも１つのアルキルフェノールエーテルスルフェー
トと（ｉｉ）そのカルボン酸部分が８～２４個の炭素原子を含有するα－スルホカルボン
酸、そのＣ１～４エステルの少なくとも１つとの乳化剤混合物、または前述のどちらかの
塩の存在下に実施される重合によって製造されてもよい。典型的には、ポリマーの分子量
は約１０，０００～約１，０００，０００、特に４０，０００～約５００，０００の範囲
にある。
【００５３】
　一実施形態では、バインダーは、ポリテトラフルオロエチレン、ポリフッ化ビニル（Ｐ
ＶＦ）、ポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）、ポリクロロトリフルオロエチレン（ＰＣＴ
ＦＥ）、ポリ塩化ビニリデン（ＰＶＤＣ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ニトロセルロー
ス、ポリメチルメタクリレート、ポリアルファ－メチルスチレン、ポリアルキレンカーボ
ネート、およびポリオキシメチレンから、そして特にニトロセルロース、ポリメチルメタ
クリレート、およびポリアルキレンカーボネート（特にここで、アルキレン基はＣ１～Ｃ
８アルキレン基、特にＣ１～Ｃ４アルキレン、そして特にエチレンまたはポリプロピレン
である）から選択される。さらなる実施形態では、バインダーはニトロセルロースから選
択される。さらなる実施形態では、バインダーはポリメチルメタクリレートから選択され
る。
【００５４】
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　さらなる実施形態では、バインダーはスチレン－無水マレイン酸コポリマーから選択さ
れる。
【００５５】
　ＬＴＨＣ層での使用のための好適なバインダーには、例えば、フェノール樹脂（すなわ
ち、ノボラックおよびレゾール樹脂）、ポリビニルブチラール樹脂、ポリ酢酸ビニル、ポ
リビニルアセタール、ポリ塩化ビニリデン、ポリアクリレート、セルロース系エーテルお
よびエステル、ニトロセルロース、ポリエステル、スルホポリエステル、およびポリカー
ボネートのような、フィルム形成ポリマーが含まれる。バインダーが存在するとき、光－
熱変換体対バインダー比は一般に、どのタイプの光－熱変換体およびバインダーが使用さ
れるかに依存して重量で約５：１～１：１０００の範囲であってもよい。界面活性剤およ
び分散剤のような、通常のコーティング助剤がコーティングプロセスを容易にするために
添加されてもよい。ＬＴＨＣ層は、当該技術で公知の様々なコーティング方法を用いて支
持層上へコートされてもよい。バインダー含有ＬＴＨＣ層は典型的には、０．００１～５
．０μｍ、例えば１０ｎｍ、１００ｎｍ、３００ｎｍ、１μｍ、または５μｍの厚さにコ
ートされる。
【００５６】
　ただ一つのＬＴＨＣ層を有することが典型的であるが、２つ以上のＬＴＨＣ層を有する
こともまた可能であり、異なる層は、それらがすべて本明細書に記載されるように機能す
る限り、同じまたは異なる組成物を有することができる。重要な主ＬＴＨＣ層は、光－熱
変換の結果として画像形成に最も顕著に寄与するもの－典型的には画像形成中に最高温度
を達成する層である。他の層は元の画像形成ビーム強度のあるわずかな吸光度を有するか
もしれないが、これらの層による画像形成の現象に対する吸光度の小さなまたは無視でき
る寄与は、それらが光－熱変換層と考えることができないことを意味する。
【００５７】
　図１の転写層１３０は、光による像様転写用の画像形成可能集合体の受像要素に隣接し
て転写可能な材料を保持するのに役立つ。転写層は、バインダーありまたはなしで１つま
たは複数の層に配置されている任意の好適な材料であって、ドナー要素が光－熱変換層に
よって吸収され、そして熱に変換され得る画像形成光に露光されるときに任意の好適な転
写メカニズムによって単位としてまたは部分でもしくはパートで選択的に転写され得る材
料を含むことができる。像様転写では、転写される材料は転写層の全マスであってもよい
が全マスである必要はない。単一部分での転写層の成分は受像要素に選択的に転写されて
もよいが、他の成分はドナー要素に残る（例えば昇華性染料は転写するが、染料を保持す
る耐熱性の架橋ポリマーマトリックスは転写されずに留まってもよい）。
【００５８】
　転写層は、受像要素への転写のために、および受像要素またはドナー要素で必要な機能
を遂行するために機能的なままである任意の厚さのものであってもよい。転写層の典型的
な厚さは０．１μｍ～２０μｍ、例えば０．２、０．５、０．８、１、２、４、６、８、
１０、１５、または２０μｍであってもよい。
【００５９】
　転写層は有機、無機、有機金属、またはポリマー材料をはじめとする複数の成分を含ん
でもよい。転写層としておよび／または転写層に組み入れられる材料としてドナー要素か
ら選択的にパターン化できる材料の例には、着色剤（例えば、バインダー中に分散された
顔料および／または染料）、偏光子、液晶材料、粒子（例えば、液蝕ディスプレイ用のス
ペーサー、粒子、導電性粒子をはじめとする磁性粒子）、電子放射物質（例えば、リン光
体および／または有機エレクトロルミネセンス材料）、電子放射デバイス（例えば、エレ
クトロルミネセンスデバイス）中へ組み入れられてもよい非電子放射物質、疎水性材料（
例えば、インクジェットレセプター用の間仕切りバンク）、親水性材料、多層スタック（
例えば、有機エレクトロルミネセンスデバイスのような多層デバイス構築物）、微細構造
もしくはナノ構造層、エッチングレジスト、金属、ポリマー、接着剤、バインダー、およ
びバイオ材料、ならびに他の好適な材料または材料の組み合わせが挙げられる。
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【００６０】
　転写層は、光－熱変換層、または他の好適な隣接ドナー要素層上へコートすることがで
きる。転写層またはその前駆体は、例えば、棒コーティング、グラビアコーティング、押
出コーティング、蒸着、積層および他のかかる技法のような材料をコートするための任意
の好適な技法によって塗布されてもよい。コーティング前、後またはそれと同時に、架橋
可能な転写層材料またはその部分は、材料に依存して、例えば加熱、放射線への露光、お
よび／または化学硬化剤への暴露によって架橋されてもよい。
【００６１】
　一実施形態では、転写層は、ディスプレイ用途に有用である材料を含む。本発明に従っ
た熱転写は、フォトリソグラフィーベースのパターン化技術についてより少ない処理工程
を用いて高い精度および正確さで１つまたは複数の材料を受像要素上にパターン化するた
めに行うことができ、従ってディスプレイ製造のような用途で特に有用であることができ
る。例えば、転写層は、レセプターへの熱転写時に、転写される材料がカラーフィルラー
、ブラックマトリックス、スペーサー、バリア、間仕切り、偏光子、遅延層、波長板、有
機導電体または半導体、無機導電体または半導体、有機エレクトロルミネセンス層、リン
光体層、有機エレクトロルミネセンスデバイス、有機トランジスタ、および単独でまたは
同様な方法でパターン化されてもされなくてもよい他の素子と組み合わせて、ディスプレ
イに有用であることができる他のかかる素子、デバイス、またはその部分を形成するよう
に製造することができる。
【００６２】
　特定の実施形態では、転写層は着色剤を含むことができる。例えば、顔料または染料が
着色剤として使用されてもよい。一実施形態では、（非特許文献４）に開示されているも
ののような良好な色耐久性および透明性を有する顔料が使用される。好適な透明着色剤の
例には、チバ－ガイギー・クロモフタール・レッド（Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ　Ｃｒｏｍｏ
ｐｈｔａｌ　Ｒｅｄ）Ａ２Ｂ（登録商標）、ダイニッヒ－セイカ（Ｄａｉｎｉｃｈ－Ｓｅ
ｉｋａ）ＥＣＹ－２０４（登録商標）、ゼネカ・モナストラル・グリーン（Ｚｅｎｅｃａ
　Ｍｏｎａｓｔｒａｌ　Ｇｒｅｅｎ）６Ｙ－ＣＬ（登録商標）、およびバスフ・ヘリオゲ
ン・ブルー（ＢＡＳＦ　Ｈｅｌｉｏｇｅｎ　Ｂｌｕｅ）Ｌ６７００（登録商標）が挙げら
れる。他の好適な透明着色剤には、サンＲＳマゼンタ（Ｓｕｎ　ＲＳ　Ｍａｇｅｎｔａ）
２３４－００７（登録商標）、ヘキストＧＳイエロー（Ｈｏｅｃｈｓｔ　ＧＳ　Ｙｅｌｌ
ｏｗ）ＧＧ１１－１２００（登録商標）、サンＧＳシアン（Ｃｙａｎ）２４９－０５９２
（登録商標）、サンＲＳシアン２４８－０６１、チバ－ガイギーＢＳマゼンタＲＴ－３３
３Ｄ（登録商標）、チバ－ガイギー・マイクロリス・イエロー（Ｍｉｃｒｏｌｉｔｈ　Ｙ
ｅｌｌｏｗ）３Ｇ－ＷＡ（登録商標）、チバ－ガイギー・マイクロリス・イエロー２Ｒ－
ＷＡ（登録商標）、チバ－ガイギー・マイクロリス・ブルー（Ｂｌｕｅ）ＹＧ－ＷＡ（登
録商標）、チバ－ガイギー・マイクロリス・ブラック（Ｂｌａｃｋ）Ｃ－ＷＡ（登録商標
）、チバ－ガイギー・マイクロリス・バイオレット（Ｖｉｏｌｅｔ）ＲＬ－ＷＡ（登録商
標）、チバ－ガイギー・マイクロリス・レッド（Ｒｅｄ）ＲＢＳ－ＷＡ（登録商標）、ホ
イコテック・アクイスＩＩ（Ｈｅｕｃｏｔｅｃｈ　Ａｑｕｉｓ　ＩＩ）（登録商標）シリ
ーズの任意のもの、ホイコスパース・アクイスＩＩＩ（Ｈｅｕｃｏｓｐｅｒｓｅ　Ａｑｕ
ｉｓ　ＩＩＩ）シリーズの任意のものなどが含まれる。本発明で着色剤用に使用すること
ができる別のクラスの顔料は、チバ－ガイギーから入手可能なもののような様々な潜在顔
料である。熱画像形成による着色剤の転写は、米国特許公報（特許文献３６）、米国特許
公報（特許文献３７）、および米国特許公報（特許文献３８）に開示されている。
【００６３】
　幾つかの実施形態では、転写層は、有機エレクトロルミネセンスディスプレイおよびデ
バイスのような電子放射ディスプレイ、またはリン光体ベースのディスプレイおよびデバ
イスに有用な１つまたは複数の材料を含むことができる。例えば、転写層は、架橋してい
るか否かにかかわらず、他の有機導電性または半導体材料だけでなく、架橋した発光ポリ
マーまたは架橋した電荷輸送材料を含むことができる。ポリマーである有機発光ダイオー
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ド（ＯＬＥＤ）については、最終ＯＬＥＤデバイスの安定性を高めるために有機層の１つ
または複数を架橋させることが望ましいかもしれない。熱転写前にＯＬＥＤデバイス用の
１つまたは複数の有機層を架橋させることもまた望ましいかもしれない。転写前の架橋は
、より良好な転写および／もしくはＯＬＥＤデバイスでのより良好な性能特性につながる
、ならびに／またはユニークなＯＬＥＤデバイスおよび／もしくはデバイス層での架橋が
熱転写前に行われるときにより容易に製造されるかもしれないＯＬＥＤデバイスの構築を
可能にするかもしれない、より安定なドナー媒体、フィルムモルホロジーのより良好な制
御を提供することができる。
【００６４】
　発光ポリマーの例には、ポリ（フェニレンビニレン）（ＰＰＶ）、ポリ－パラ－フェニ
レン（ＰＰＰ）、およびポリフルオレン（ＰＦ）が挙げられる。本発明の転写層に有用で
あることができる架橋可能な発光材料の具体的な例には、（非特許文献５）に開示されて
いる青色発光ポリ（メタクリレート）コポリマー、（非特許文献６）に開示されている架
橋可能なトリフェニルアミン誘導体（ＴＰＡ）、（非特許文献７）に開示されている架橋
可能なオリゴ－およびポリ（ジアルキルフルオレン）、（非特許文献８）に開示されてい
る部分架橋ポリ（Ｎ－ビニルカルバゾール－ビニルアルコール）コポリマー、および（非
特許文献９）に開示されている酸素架橋ポリシランが挙げられる。
【００６５】
　本発明の転写層に有用であることができるＯＬＥＤデバイス用の架橋可能な輸送層材料
の具体的な例には、シラン官能化トリアリールアミン、（非特許文献１０）に開示されて
いるようなペンダント・トリアリールアミン付きポリ（ノルボルネン）、（非特許文献１
１）に開示されているようなビス－官能化ホール輸送トリアリールアミン、米国特許公報
（特許文献３９）に開示されているような様々な架橋導電性ポリアニリンおよび他のポリ
マー、（特許文献４０）に開示されている架橋可能なトリアリールポリアミン、および（
特許文献４１）に開示されているような架橋可能なトリフェニルアミン含有ポリエーテル
ケトンが挙げられる。
【００６６】
　本発明の転写層に使用される発光、電荷輸送、または電荷注入材料はまた、熱転写の前
か後かのどちらかにその中にドーパントを組み入れられてもよい。ドーパントは、発光特
性、電荷輸送特性および／または他のかかる特性を変えるまたは強化するためにＯＬＥＤ
用の材料に組み入れられてもよい。
【００６７】
　電子放射ディスプレイおよびデバイス用途向けドナーシートからレセプターへの材料の
熱転写は、米国特許公報（特許文献４２）および米国特許公報（特許文献４３）に、なら
びに（特許文献４４）に開示されている。
【００６８】
　転写層は任意選択的に様々な添加剤を含むことができる。好適な添加剤には、ＩＲ吸収
剤、分散剤、界面活性剤、安定剤、可塑剤、架橋剤およびコーティング助剤が含まれ得る
。転写層はまた、染料、可塑剤、ＵＶ安定剤、フィルム形成添加剤、および接着剤を含む
がそれらに限定されない様々な添加剤を含有してもよい。
【００６９】
　転写層の露出区域が損傷を受けないように、バインダーのポリマーが熱暴露中に達成さ
れる温度で自己酸化しない、分解しないまたは劣化しないことはバインダー入り転写層に
典型的である。好適なバインダーの例には、スチレン／メチルメタクリレートおよびスチ
レン／メチルメタクリレート／アクリル酸のような、スチレンと（メタ）アクリレートエ
ステルと酸とのコポリマー、スチレン／エチレン／ブチレンのようなスチレンとオレフィ
ンモノマーとのコポリマー、およびスチレンとアクリロニトリルとのコポリマーをはじめ
とするスチレンポリマーおよびコポリマー；フルオロポリマー；エチレンおよび一酸化炭
素とのそれらをはじめとする（メタ）アクリル酸および相当するエステルのポリマーおよ
びコポリマー；ポリカーボネート；ポリスルホン；ポリウレタン；ポリエーテル；ならび
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にポリエステルが挙げられる。上記ポリマー用のモノマーは置換または非置換であること
ができる。ポリマーの混合物もまた使用することができる。他の好適なバインダーには、
塩化ビニルポリマー、酢酸ビニルポリマー、塩化ビニル－酢酸ビニルコポリマー、酢酸ビ
ニル－クロトン酸コポリマー、スチレン無水マレイン酸半エステル樹脂、（メタ）アクリ
レートポリマーおよびコポリマー、ポリ（ビニルアセタール）、酸無水物およびアミンで
変性されたポリ（ビニルアセタール）、ヒドロキシアルキルセルロース樹脂およびスチレ
ン・アクリル樹脂が含まれる。
【００７０】
　本発明では、支持層と転写層との間に剥離改質剤をも配置される。剥離改質剤は、光－
熱変換層のような既存の層中へ組み入れられてもよく、またはそれは、任意選択的にバイ
ンダーのような他の成分と共に、それ自体の層中へ組み入れられてもよい。好適な剥離改
質剤は、第四級アンモニウム陽イオン性化合物、ホスフェート陰イオン性化合物、ホスホ
ネート陰イオン性化合物、１～５個のエステル基および２～１０個の水酸基を含む化合物
、（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化アミン化合物、ならびにそれらの組み合
わせよりなる群から選択することができる。他の剥離改質剤もまた有用であることができ
る。剥離改質剤を含有する層は、ドナー要素およびその使用に便益を与える。
【００７１】
　層中の剥離改質剤の一共通便益は、転写可能な材料の大部分を画像形成中にドナー要素
の転写層から受像要素に転写できることである。着色した転写された材料についての別の
共通便益は、転写された材料のより良好な色および／または輝度が取得できることである
。剥離改質剤の別の共通便益は、転写された材料のより少ない損傷またはより少ない分解
で転写が起こることである。別の共通便益は、転写された形体の幅が画像形成中に光源に
よって照射される幅で決定されるような所望の幅により近いことである。
【００７２】
　別の共通便益は、供給される光エネルギーの変動による結果の変化が剥離改質剤の不存
在下よりも小さいことである。例えば、レーザーヘッドに供給されるワット数が１４～２
３ワットで変動するとき、ドナー要素から受像要素に転写された転写可能材料の量、転写
された材料の色および輝度、または転写された形体の幅の変化は、剥離改質剤が全く存在
しないときより剥離改質剤が使用されたときに低い。複数のレーザーピクセルが画像形成
のために同時にしばしば用いられ、ヘッドでかかる各ピクセルによって供給される正確な
エネルギーは変動すると予期され得るので、転写を引き起こすために供給される光の量の
変動に対して転写の品質を比較的鈍感にする剥離改質剤によって着実な方法が可能にされ
る。
【００７３】
　図１は、剥離改質剤が光－熱変換層１２０中へ組み入れられたドナー要素実施形態１０
０を例示する。図２は順次、支持層１１０、光－熱変換層２２０、剥離改質剤を含む剥離
改質剤層２５０、および転写層１３０を含むドナー要素実施形態２００を例示する。（各
図で、別の図から繰り返される要素は同じように番号を付けられる。）図３は順次、支持
層１１０、剥離改質剤を含む剥離改質剤層２５０、光－熱変換層２２０、および転写層１
３０を含むドナー要素実施形態３００を例示する。図２および３は、剥離改質剤を含む層
が光－熱変換層から分かれている本発明の実施形態を例示する。述べられたように、他の
層もまた、当該技術で公知であるようにドナー要素に配置することができる。
【００７４】
　剥離改質剤の使用の改善された実用性の基本的なメカニズムは、完全には断定されない
が、本発明を限定または制限することなく、剥離改質剤が加工環境での比較的広い範囲の
周囲湿度にわたってドナー要素の層の含水率を一定の適切なレベルに維持すると推測され
てもよい。適切なレベルの内部含水率は、画像形成プロセス中に層間接着性または熱伝導
率のような幾つかの特性に都合よく影響を及ぼすと推測することができる。
【００７５】
　本発明を限定または制限することなく進められる、剥離改質剤を使用することの改善さ
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れた実用性の別の推測されるメカニズムは、剥離改質剤が層内のまたは層間の凝集エネル
ギーまたは接着エネルギーまたは熱流の１つを低くする役割を果たし、その結果、材料の
転写が剥離改質剤の不存在下でより低い量の光吸光度で、または広い範囲の光吸光度にわ
たって同様に、または異なる場所で起こることである。
【００７６】
　化合物は、保湿特性；帯電防止特性；有機陽イオン、特に窒素、ホウ素、硫黄、もしく
はリンの陽イオンの存在；窒素上に３もしくは４個の炭素置換基および１もしくはゼロ個
のプロトンを有するアンモニウム陽イオン（例えば第四級アンモニウム陽イオン、窒素へ
の４つの置換基に２６個の炭素を有するステアルアミドプロピルジメチル－β－ヒドロキ
シエチルアンモニウム陽イオン、Ｃ17Ｈ35Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＣ3Ｈ6Ｎ（ＣＨ3）2（Ｃ3Ｈ6Ｏ
Ｈ）、または窒素に直接結合した１個のプロトンを有するジメチルアミノエタノールから
のプロトン化第三級アンモニウム陽イオン）の存在；有機陰イオン、特に酸素、リン、窒
素もしくは硫黄の少なくとも１つの含有する陰イオン、例えば酸素含有ドデカン酸アンモ
ニウム、もしくは硫黄含有ドデシル硫酸（例えば、有機基中に８～４０個の炭素原子を有
する、イオン化長鎖有機カルボキシレート、有機スルホネート、および有機スルフェート
）、またはリン含有フェニルホスホネート、少なくとも１個のエステル基中に６～４０個
の炭素を有するスルホスクシネート基の長鎖ジエステル（例えばスルホコハク酸２－エチ
ルヘキシル陰イオン）、１～４０個の炭素原子および１～８１個のフッ素を有するパーフ
ッ素化および部分フッ素化有機陰イオン基（例えばトリフルオロメタンスルホネートおよ
びパーフルオロオクタノエート）の存在；有機ホスフェートおよび無機ホスフェート陰イ
オン（例えばリン酸二水素モノ陰イオン、リン酸一水素ジ陰イオン、リン酸エチル水素モ
ノ陰イオン）およびホスホネート陰イオン（例えばフェニルホスホン酸ジナトリウム塩Ｃ
ＡＳ［２５１４８－８５－０］でのようなフェニルホスホネートジ陰イオン）をはじめと
するリン含有陰イオンの存在；フッ素化有機陰イオン（例えばトリフルオロメタンスルホ
ネート）の存在；ならびにポリグリコールエーテル誘導体（例えばポリエトキシル化ノニ
ルフェノールをはじめとする８～１００個の炭素原子を有するアルキルフェノールポリエ
トキシレートのような非イオン（例えば界面活性剤）、および４～１００個のエトキシレ
ート基を有するエルフジン（Ｅｌｆｕｇｉｎ）ＰＦのような材料をはじめとする、そして
合計少なくとも１、２、３、４、８、１０、１６、２０、２４、３２、４０、もしくは８
０個の炭素および４、８、１０、１６、２０、２４、３２、４０、８０、もしくは１５０
個以下の炭素原子を有する各化合物を含む、アミン含有エトキシレート）の存在の１つま
たは複数を含むことができるがそれらに限定されない観察結果によって可能な剥離改質剤
と認めることができる。剥離改質剤は、画像形成時に転写層からの材料の剥離を改良する
有効な量でドナー要素に使用される。
【００７７】
　一実施形態では、剥離改質剤の陽イオンの対陰イオンは、塩化物、臭化物、ヨウ化物、
ホスフェート、水酸化物、硝酸イオン、ベンゾエートおよび置換ベンゾエート、ならびに
アセテートおよび置換アセテートから選択される。一実施形態では、陰イオンの対陽イオ
ンは、アンモニウム、リチウム、ナトリウム、カリウム、カルシウム、亜鉛、およびマグ
ネシウムから選択される。
【００７８】
　第四級アンモニウム陽イオンは、通常の構造図面が窒素上に孤立電子対なしで、むしろ
４個の異なる炭素原子への４つの単結合、または２個の異なる炭素原子への２つの単結合
および第３の異なる炭素原子への二重結合ありの、窒素周りに８個の電子を示す、それら
の正に帯電した構造体である。
【００７９】
　さらなる可能な剥離改質剤クラスは、Ｒ1およびＲ2が結合ポリオキシエチレンおよび／
またはポリオキシプロピレン鎖またはコポリマー鎖を延ばさず、そしてＲ1およびＲ2の１
つ、しかし両方ではないがＨ（水素）であってもよく、そしてｎが１以上のとき、（Ｒ1

）－（ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ）n－（Ｒ2）もしくは（Ｒ1）－（ＣＨ2－ＣＨ（ＣＨ3）－Ｏ）n
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－（Ｒ2）の少なくとも１つまたは－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ－もしくは－ＣＨ2－ＣＨ（ＣＨ3

）－Ｏ－もしくは－ＣＨ（ＣＨ3）－ＣＨ2－Ｏ－のランダムもしくはブロックコポリマー
セグメントを有する、（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化化合物とも称される
、１つまたは複数のポリオキシエチレンおよび／またはポリオキシプロピレン鎖またはラ
ンダムもしくはブロックコポリオキシエチレン・オキシプロピレンを有する有機および有
機金属化合物の中に認められる。一実施形態では、ｎは１、２、３、４、１０、２０、お
よび１００から選択されたものより大きいことができ、ｎは１００、２５、１５、および
５から選択されたもの未満であることができる。一実施形態では、まさしくＲ1およびＲ2

の１つはＨである。一実施形態では、Ｒ1もＲ2もＨではない。一実施形態では、Ｒ2はＨ
である。一実施形態では、単一化合物中の別個のポリオキシエチレンおよび／またはポリ
オキシプロピレン鎖の数（ここで、各ｎはできるだけ大きく選択される）は、１、２、３
、４、および５以上の別個の鎖、そして１０、８、６、または４の別個の鎖から選択され
たものである。一実施形態では、単一化合物中の別個のポリオキシエチレンおよび／また
はポリオキシプロピレン鎖の数（ここで、各ｎはできるだけ大きく選択される）は、３、
４、５、１０、２０、５０、および１００未満の別個の鎖から選択されたものである。
【００８０】
　（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化されている剥離改質剤の一実施形態では
、剥離改質剤は、アミン基、窒素原子、６～３０個の炭素および任意選択的に１～３個の
窒素の芳香族基、２～２０個の炭素の直鎖アルキル基、２～２０個の炭素原子の分岐アル
キル基、塩素基－Ｃｌ、および臭素基－Ｂｒの１つまたは複数を含む。
【００８１】
　（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化置換アルコール化合物は、ＣＨ2ＣＨ2Ｏ
、ＯＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2またはＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ基の一部ではない少なくとも１個の
炭素を含有する有機化合物の水酸基ＯＨ、チオール基ＳＨ、またはアミノＮＨ基への開環
モードでの１つまたは複数のエチレンオキシドまたはプロピレンオキシドの分子の付加に
よって形式上誘導される（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化されているアルコ
ール性剥離改質剤化合物であることができる。アミノ窒素を含む（エチレン－、プロピレ
ン－）アルコキシル化置換アルコール化合物は（エチレン－、プロピレン－）アルコキシ
ル化アミン化合物と称される。かかる化合物は、ＣＨ2ＣＨ2Ｏ、ＯＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2ま
たはＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏセグメントの少なくとも１つを含む。親化合物は、ＯＨ基が該
基または基の列を終わらせない限り、ＣＨ2ＣＨ2Ｏ、ＯＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2またはＣＨ（
ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ基を含有することができる。
【００８２】
　一実施形態では、ＣＨ2ＣＨ2Ｏ、ＯＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2またはＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ基
を含まない親化合物の一置換（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化アルコール化
合物が使用される（ただ一つのヒドロキシル酸素、チオール硫黄、またはアミノ窒素基に
おいて置換された）。例は、その親化合物がノニルフェノールである、ポリエチレングリ
コールノニルフェニルエーテル、ＣＡＳ番号９０１６－４５－９である。一実施形態では
、ＣＨ2ＣＨ2Ｏ、ＯＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2またはＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ基を含まない親化合
物の二置換（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化アルコール化合物が使用される
（合計２つのヒドロキシル酸素、チオール硫黄、またはアミノ窒素基において置換された
）。例は、１，２００の平均相対モル質量の２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン
－４，７－ジオールエトキシレート、ＣＡＳ番号９０１４－８５－１である。一実施形態
では、三置換（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化アルコール化合物が使用され
る（合計３つのヒドロキシル酸素、チオール硫黄、またはアミノ窒素基において置換され
た）。例は、１，３１２の平均相対モル質量のポリオキシエチレンソルビタンモノステア
レート、ＣＡＳ番号９００５－６７－８である。一実施形態では、－ＣＨ2ＣＨ2Ｏ－、－
ＯＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2－または－ＣＨ（ＣＨ3）ＣＨ2Ｏ－基を含まない親化合物の四置換
（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化アルコール化合物が使用される（合計４つ
のヒドロキシル酸素、チオール硫黄、またはアミノ窒素基において置換された）。２つの
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例は、７０００の平均相対モル質量のエチレンジアミンテトラキス（エトキシレート－ブ
ロック－プロポキシレート）テトロール、ＣＡＳ番号２６３１６－４０－５、および３６
００の平均相対モル質量のテトラキス（プロポキシレート－ブロック－エトキシレート）
テトロール、ＣＡＳ番号１１１１１－３４－５である。本明細書に例示される１、２、３
、および４重置換より高度の置換（５、６、７、およびそれ以上）もまた、有用な実施形
態の一部として考慮される。
【００８３】
　一実施形態では、剥離改質剤層の（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化置換化
合物中のそれぞれ４４または５８の相対モル質量のＣＨ2ＣＨ2ＯまたはＣＨ（ＣＨ3）Ｃ
Ｈ2Ｏ基の質量分率百分率は、５、１０、１５、２０、２５、３０、３５、４０、４５、
５５、６５、７５、８０、８５、９０、９５、および９８％の２つの選択されたものの間
である。例えば、（ＣＨ2ＣＨＲＯを含まない；Ｒ＝ＨまたはＣＨ3）トリス－ヒドロキシ
メチルアミノメタンＨ2ＮＣ（ＣＨ2ＯＨ）3、相対モル質量１２１から誘導された、各Ｎ
ＨおよびＯＨにおいて２分子のエチレンオキシドで置換された（合計８つ、ＣＨ2ＣＨ2Ｏ
について相対モル質量３５２および剥離改質剤について４７３）（エチレン－、プロピレ
ン－）アルコキシル化置換化合物であって、７４％エチレンオキシド（例えば（エチレン
－、プロピレン－）アルコキシル化）モル質量百分率である化合物を考慮されたい。
【００８４】
　別のクラスの剥離改質剤化合物は、しばしば水の良好な吸引物であるような、２個以上
の水酸基を有するそれらの化合物である。一実施形態では、剥離改質剤化合物は２～５０
個の水酸基を有する。別の実施形態では、剥離改質剤化合物は２～１０個の水酸基を有す
る。かかる剥離改質剤は、カルボン酸またはリン酸での水酸基のエステル化による高級水
酸化剥離改質剤から都合よく誘導される。かかる生成物は多数のエステル基、例えば１～
１０個または１～５個のエステル基を含有することができる。エステルはカルボキシレー
トエステルまたはホスフェートエステルであることができる。どちらの基も（エチレン－
、プロピレン－）アルコキシル化セグメントを含んでもよい。このように、剥離改質剤は
、ポリオキシエチレンアルキルエーテル（ポリオキシエチレンセチルエーテル、ポリオキ
シエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンオレイルエーテルおよびポリオキシエ
チレンステアリルエーテルのような）、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル（ポリエ
チレングリコールモノステアレートおよびポリエチレングリコールジステアレートのよう
な）、ソルビタン脂肪酸エステル（ソルビタンセスキオレエート、ソルビタントリオレエ
ート、ソルビタンモノオレエート、ソルビタンモノステアレート、ソルビタンモノパルミ
テートおよびソルビタンモノラウレートのような）、プロピレングリコール脂肪酸エステ
ル（プロピレングリコールジオレエートおよびプロピレングリコールモノステアレートの
ような）、ポリオキシエチレン水素化ヒマシ油（ポリオキシエチレン水素化ヒマシ油５０
およびポリオキシエチレン水素化ヒマシ油６０のような）、ポリオキシエチレンソルビタ
ン脂肪酸エステル（ポリオキシエチレンソルビタンモノパルミテート、ポリオキシエチレ
ンソルビタンモノステアレート、ポリオキシエチレンソルビタンモノオレエートおよびポ
リオキシエチレンソルビタンモノラウレートのような）、ならびにグリセロール脂肪酸エ
ステル（グリセロールモノオレエートおよびグリセロールモノステアレートのような）お
よびポリオキシエチレン・ポリオキシプロピレングリコールの中に見いだされるかもしれ
ない。
【００８５】
　剥離改質剤は、材料の剥離または画像形成時の転写層の強固な低ばらつき転写のような
他の望ましい特性を改善する有効な量でドナー要素に使用される。
【００８６】
　一実施形態では、剥離改質剤の陽イオンの対陰イオンは、塩化物、臭化物、ヨウ化物、
ホスフェート、水酸化物、ニトレート、ベンゾエートおよび置換ベンゾエート、ならびに
アセテートおよび置換アセテートから選択される。一実施形態では、陰イオンの対陽イオ
ンは、アンモニウム、リチウム、ナトリウム、カリウム、カルシウム、亜鉛、およびマグ
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ネシウムから選択される。
【００８７】
　剥離改質剤の例には、保湿剤、帯電防止剤、界面活性剤、リン酸二水素ステアルアミド
プロピルジメチル－β－ヒドロキシエチルアンモニウム（ＣＡＳ［３７５８－５４－１］
）（３５％溶液としてサイアスタット（Ｃｙａｓｔａｔ）ＳＰ、サイテック・インダスト
リーズ、ニュージャージー州ウェスト・パターソンで入手可能な）、リン酸エチルを水酸
化カリウム、その後ジメチルアミノエタノールで中和することによって製造されたリン酸
エチル（ジメチルアミノエタノール）カリウム、エルフジンＰＦ、エルフジンＡＫＴ、ト
リフルオロメタンスルホン酸リチウム、Ｎ，Ｎ，Ｎ’－トリス（２－ヒドロキシエチル）
－Ｎ，Ｎ’－ジメチル－Ｎ’－オクタデシル－１，３－プロパンジアミニウムビス（メチ
ル硫酸）塩、ドデシル硫酸アンモニウム、スルホコハク酸２－エチルヘキシルナトリウム
（エアロゾル（Ａｅｒｏｓｏｌ）ＯＴ－７５でのような）、有機アミンおよびアミド、脂
肪酸のエステル、脂肪酸、ポリオキシエチレン誘導体、半導体、ならびに様々な有機およ
び無機塩が挙げられる。
【００８８】
　層中の剥離改質剤の好適で有効な量は大きな範囲にわたって変わることができ、剥離改
質剤が大量の水を引き付けるときには量において典型的にはより低く、そして剥離改質剤
が少量の水を引き付けるときにはより高い。典型的には層中の剥離改質剤の最高分率は、
層の百分率質量比で０．０１、０．０５、０．１、０．２、０．５、１、２、３、４、５
、６、８、１０、１２、１６、２０、３０、５０、または８０％より大きく、１００、９
０、７０、４０、２５、１５、１０、５、１、または０．２５％以下である。１つまたは
複数の剥離改質剤を、支持層と転写層との間の１つまたは複数の層に使用することができ
る。
【００８９】
　一実施形態では、剥離改質剤を含む剥離改質剤層の厚さは、５μｍ厚さ以下である。他
の有用な厚さには、３μｍ、２μｍ、１μｍ、４００ｎｍ、３００ｎｍ、２００ｎｍ、１
５０ｎｍ、１００ｎｍ、７５ｎｍ、５０ｎｍ、および３０ｎｍ未満かそれに等しいが含ま
れる。
【００９０】
　剥離改質剤層およびＬＴＨＣ層は重なり合うまたは共存することができる。同じまたは
異なる剥離改質剤を有する２つ以上の剥離改質剤層を使用することができる。１つまたは
２つ以上の剥離改質剤を各剥離改質剤層に使用することができる。
【００９１】
　剥離改質剤およびＬＴＨＣ層の１つに適用できる特性および方法は、典型的には他に適
用できる。例えば、塗布の方法、好適なバインダーおよび他の原料、ならびに１つの層の
好ましい厚さは典型的には、他の実施形態を考慮に入れる。これは、単層が剥離改質剤お
よび光－熱変換機能の両方を提供するときに最も明らかである。
【００９２】
　ＬＴＨＣ層および剥離改質剤層のどちらかまたは両方は、グラビアロールコーティング
、リバースロールコーティング、浸漬コーティング、ビーズコーティング、スロットコー
ティング、積層、押出、または静電吹き付けコーティングのような既知の方法によって塗
布することができる。
【００９３】
　中間層、剥離層、放出層、および断熱層を含むがそれらに限定されない、１つまたは複
数の他の通常の熱転写ドナー要素層を本発明のドナー要素に含めることができる。
【００９４】
　一実施形態では、少なくとも１つの剥離改質剤を有する層を含むドナー要素は、カーボ
ンブラックのような少なくとも１つの微粒子光吸収剤を有する光－熱変換層を有する。剥
離改質剤を含有する光－熱変換層は、別個であるまたは１つで同じものであることができ
る。
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【００９５】
　一実施形態では、ドナー要素は、少なくとも１つの剥離改質剤を有する層、および染料
のような少なくとも１つの非微粒子光吸収剤を有する光－熱変換層を含む。溶解された光
吸収剤の便益は、粒子凝集なしの均一層を形成でき、その結果非常に薄い層が均一に光を
吸収することである。溶解された光吸収剤の別の便益は、光散乱が減少することである。
溶解された光吸収剤は溶解していない形の同じ光吸収剤に同伴されることが可能である。
一実施形態では、溶解された（非微粒子）形の光吸収剤が当該空襲剤の質量で大部分を構
成する。
【００９６】
　剥離改質剤を含有する光－熱変換層は別個であるまたは１つで同じものであることがで
きる。
【００９７】
　一実施形態では、ドナー要素は、少なくとも１つの剥離改質剤を有する層、および赤外
染料のような少なくとも１つのスペクトル選択性非微粒子光吸収剤を有する光－熱変換層
を含む。スペクトル選択性光吸収剤の便益は、吸光度スペクトルを画像形成光源での実用
性のために選択でき、そして透過率スペクトルを集束レーザーでのまたは人間もしくは機
械による検査手順での実用性のために選択できることである。
【００９８】
　本発明のドナー要素は、画像形成可能集合体中の受像要素上へ熱転写画像形成するため
に利用することができる。転写後に、使用済みドナー要素（画像のネガ）および画像形成
された受像要素（画像のポジ）のどちらかまたは両方が機能オブジェクトとして有用であ
るかもしれない。
【００９９】
　図４Ａは、ドナー要素１００の転写層１３０が受像要素４１０と接触した、画像形成可
能集合体４００の実施形態を示す。光４２０は支持層１１０、光－熱変換および剥離改質
剤層１２０に衝突することができ、そして光－熱変換および剥離改質剤層１２０によって
吸収され得る。十分な光が吸収され、適切な加熱を生成したとき、適切に加熱されたＬＴ
ＨＣ層に隣接する転写層１３０の選択された部分が受像要素に移動するであろう。
【０１００】
　図４Ｂは、ドナー要素１００の転写層１３０が受像ベース層４１０上に置かれた予め転
写された材料４３０の表面に沿って受像要素４６０と間欠接触した、画像形成可能集合体
４５０の実施形態を示す。受像層４１０は、例えば空気４８０により転写層１３０から短
い距離だけ分離され得る。光は支持層１１０ならびに光－熱変換および剥離改質剤層１２
０に衝突することでき、光－熱変換および剥離改質剤層１２０によって吸収され得る。十
分な光が吸収され、適切な加熱を生成したとき、適切に加熱されたＬＴＨＣ層に隣接する
転写層１３０の選択された部分が受像要素４６０に移動するであろう。４６０のような表
面模様付き受像要素は、図５に示されるような先行熱転写および分離工程によって得るこ
とができる。画像形成可能集合体４５０では、ドナー要素は受像要素４６０と接触してい
る。接触は連続的よりもむしろ間欠的である。ドナー要素の層は層４１０に隣接している
が、層４１０と必ずしも接触していない－用語隣接は接触を必要としない。
【０１０１】
　図５は、転写層の全体体積が十分に照射された区域で転写されるケース（物質移動）に
ついて、十分な光への像様露光後の集合体４００の分離の産物を一実施形態について示す
。分離後に、使用済みドナー要素５００は、ＬＴＨＣ層１２０の下の支持層１１０、およ
び転写層の保留部分５３０を有する。画像形成された受像要素５２０は、元の受像要素４
１０上に、照明に対応した区域に転写層から転写された新たな材料５４０を有する。
【０１０２】
　受像要素は、ガラス、透明フィルム、反射フィルム、金属、半導体、様々な紙、および
プラスチックを含むが、それらに限定されない、特定用途に好適な任意の品目であっても
よい。例えば、受像要素は、ディスプレイ用途に好適な任意のタイプの基材またはディス
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プレイ要素であってもよい。液晶ディスプレイまたは電子放射ディスプレイのようなディ
スプレイでの使用に好適な受像要素には、可視光を実質的に伝える堅いまたは柔軟な基材
が含まれる。堅い受像要素の例には、ガラス、酸化インジウムスズ・コーテッドガラス、
低温ポリシリコン（ＬＴＰＳ）、および堅いプラスチックが挙げられる。好適な柔軟な基
材には、実質的に無色透明で透過性のポリマーフィルム、反射フィルム、非複屈折フィル
ム、半透過型フィルム、偏光フィルム、多層光学フィルムなどが含まれる。好適なポリマ
ー基材には、ポリエステルベース（例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレン
ナフタレート）、ポリカーボネート樹脂、ポリオレフィン樹脂、ポリビニル樹脂（例えば
、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリビニルアセタールなど）、セルロースエス
テルベース（例えば、三酢酸セルロース、酢酸セルロース）、および様々な画像形成技術
で支持材として使用される他の通常のポリマーフィルムが含まれる。２～２００ミル（す
なわち、０．０５～５ｍｍ）の透明なポリマーフィルムベースが好ましい。
【０１０３】
　ガラス受像要素については、典型的な厚さは０．２～２．０ｍｍである。１．０ｍｍ厚
さもしくはそれ未満、または０．７ｍｍ厚さもしくはそれ未満でさえあるガラス基材を使
用することがしばしば望ましい。より薄い基材はより薄い、より軽量のディスプレイをも
たらす。しかしながら、ある種の加工、ハンドリングおよびアセンブリング条件は、より
厚い基材が使用されることを示唆するかもしれない。例えば、幾つかのアセンブリ条件は
、基材間に配置されたスペーサーの位置を固定するためにディスプレイアセンブリの圧縮
を必要とするかもしれない。より軽いディスプレイ用の薄い基材と信頼性のあるハンドリ
ングおよび加工のための厚い基材との競合する懸念事項は、特定ディスプレイ寸法に好ま
しい構築を達成するためにバランスさせることができる。
【０１０４】
　受像要素がポリマーフィルムである場合、フィルムはそれが一体化されることになるデ
ィスプレイの操作の妨害を実質的に防ぐために非複屈折であることが好ましいかもしれな
いし、またはフィルムは所望の光学効果を達成するために複屈折であることが好ましいか
もしれない。模範的な非複屈折受像要素は、溶媒キャストされているポリエステルである
。これらの典型的な例は、９，９－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）－フルオレンとイ
ソフタル酸、テレフタル酸またはそれらの混合物とに由来する繰り返し相互重合単位より
なるまたは本質的になるポリマーであって、一様なフィルムの形成を可能にするのに十分
なほどにオリゴマー（すなわち、約８０００以下の分子量を有する化学種）含有率が低い
ポリマーに由来するものである。このポリマーは米国特許公報（特許文献４５）において
熱転写受像要素中の一成分として開示された。別のクラスの非複屈折基材は、非晶質ポリ
オレフィン（例えば、日本ゼオン株式会社から商品名ゼオネックス（Ｚｅｏｎｅｘ）TMで
販売されているもの）である。模範的な複屈折ポリマー受像要素には、米国特許公報（特
許文献４６）および米国特許公報（特許文献４７）に、ならびに（特許文献４８）に開示
されているもののような多層偏光子または鏡が含まれる。
【０１０５】
　ドナー要素は、順に支持層、転写層、および受像要素を含み、固定された空間的関係で
受像要素に隣接して置かれる。ドナー要素と受像要素との組み合わせは、画像形成可能集
合体と称される。画像形成可能集合体は、画像形成光に像様露光され、ドナー要素の転写
層から受像要素の方への材料の局所的な移動をもたらす。画像形成後に、集合体は画像形
成集合体と称される。画像形成集合体の画像形成したドナー要素（使用済みドナー要素と
も呼ばれる）および画像形成された受像要素は次に分離される。
【０１０６】
　幾つかの場合には、２つ以上の異なるドナー要素を順次使用して光学ディスプレイのよ
うなデバイスを形成することが必要である、望ましい、および／または好都合であるかも
しれない。例えば、ブラックマトリックスが受像要素を提供するためにガラスパネル上に
形成され、着色ドナー要素の順次使用によるブラックマトリックスのウィンドウ中のカラ
ーフィルター要素の熱転写がそれに続いてもよい。別の例として、ブラックマトリックス
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が形成され、薄膜トランジスタの１つまたは複数の層の熱転写がそれに続いてもよい。別
の例として、多層デバイスは、異なるドナー要素から別個の層または層の別個のスタック
を転写することによって形成され得る。多層スタックはまた、単一ドナー要素から単一転
写単位として転写され得る。多層デバイスの例には、有機電界効果トランジスタ（ＯＦＥ
Ｔ）のようなトランジスタ、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）をはじめとする、有機エレ
クトロルミネセンスピクセルおよび／またはデバイスが挙げられる。マルチプルドナーシ
ートをまた使用してレセプター上の同じ層中に別個の部品を形成することができる。例え
ば、３つの異なるカラードナーを使用してカラー電子ディスプレイ用のカラーフィルター
を形成することができる。また、それぞれが多層転写層を有する、別個のドナーシートを
使用して異なる多層デバイス（例えば、異なる色を発する有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ
）、アドレス可能なピクセルを形成するために接続するＯＬＥＤおよび有機電界トランジ
スタ（ＯＦＥＴ）など）をパターン化することができる。２つ以上の熱転写要素の様々な
他の組み合わせを用いて、各熱転写要素がデバイスの１つまたは複数の部分を形成する、
デバイスを形成することができる。レセプター上のこれらのデバイス、または他のデバイ
スの他の部分がフォトリソグラフ法、インクジェット法、および様々な他の印刷またはマ
スク－ベースの方法をはじめとする任意の好適な方法によって全体的にまたは部分的に形
成されてもよいことは理解されるであろう。
【０１０７】
　本発明のドナー要素は、様々な方法によって製造することができる。一実施形態では、
光－熱変換層コーティング組成物またはその前駆体希釈コーティング組成物は、支持層上
にコートし、そして任意選択的に濃縮することができる。コーティング組成物は、グラビ
アロールコーティング、リバースロールコーティング、浸漬コーティング、ビーズコーテ
ィング、スロットコーティングまたは静電吹き付けコーティングのような任意の好適な通
常のコーティング技法によって支持層に塗布されてもよい。
【０１０８】
　支持層上へのコーティング組成物の沈積前に、その露出表面は、必要に応じて、当該表
面とその後塗布されるコーティング組成物との間の接着性を改善するための化学的または
物理的表面改質処理を受けてもよい。一実施形態は、コロナ放電に付随する高電圧電気ス
トレスに支持層の露出表面をさらすことである。あるいはまた、支持層は、支持層ポリマ
ーに対する溶解または膨潤作用を有すると当該技術で知られている試剤で前処理されても
よい。当該技術で公知の試剤で前処理されてもよい。ポリエステル支持層の処理に特に好
適である、かかる試剤の例には、共通有機溶剤に溶解されたハロゲン化フェノール、例え
ばアセトンまたはメタノール中のｐ－クロロ－ｍ－クレゾール、２，４－ジクロロフェノ
ール、２，４，５－もしくは２，４，６－トリクロロフェノールまたは４－クロロレゾル
シノールの溶液が挙げられる。コロナ放電による処理は、１～１００ｋＶの電位で１～２
０ｋｗの出力を好ましくは有する、高周波数、高電圧発電機を用いる通常の装置を使って
空気中大気圧で達成されてもよい。放電は、好ましくは０．０１～１０ｍ／秒の線速度で
、放電ステーションで誘電性支持ローラー上にフィルムを通すことによって通常行われる
。放電電極は移動フィルム表面から０．１～１０．０ｍｍに配置されてもよい。
【０１０９】
　真空および／または圧力を用いて画像形成可能集合体でドナーおよび受像要素を一緒に
保持することができる。一代案として、熱画像形成可能なドナーおよび受像要素を、周辺
での層の融合によって一緒に保持することができる。別の代案として、熱画像形成可能な
ドナーおよび受像要素を一緒に接着テープで貼り、画像形成装置に接着テープで接合する
ことができる、またはピン／締め付けシステムを用いることができる。さらに別の代案と
して、熱画像形成可能ドナー要素を受像要素に積層してレーザー加工可能な集合体を与え
ることができる。レーザー加工可能な集合体を都合よくドラム、または平らな移動可能な
ステージに取り付けてレーザー画像形成を容易にすることができる。当業者は、フラット
ベッド、内部ドラム、キャプスタン駆動などのような他のエンジン構造物もまた本発明で
用い得ることを認めるであろう。
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【０１１０】
　図４のＬＴＨＣ層１２０は、転写層の少なくとも幾つかの成分の受像要素への転写を引
き起こすように、衝突光を吸収することによって、画像形成中に熱発生のかなりの割合を
ドナー要素の適切な領域へ局在化するための役割を果たす。昇華転写、拡散転写、物質移
動、除去物質移動、溶融転写などのような、しかしそれらに限定されない転写の様々なメ
カニズムが存在し得る。熱物質移動では、転写層の全部の、または部分の非転写体積（ｉ
ｎｔａｃｔ　ｖｏｌｕｍｅ）（マス）の転写は、該体積の成分の実質的な分離なしに、光
が衝突する区域で起こる。混合物の体積（しかし、実質的にすべての成分を含む非転写体
積ではない）の少なくとも１つの成分の転写は、転写可能な材料を保持するマトリックス
材料が実質的に転写されない、昇華転写および拡散転写のような他のケースで起こること
がある。
【０１１１】
　様々な発光源を用いて熱転写ドナー要素を加熱することができる。アナログ技法（例え
ば、マスクを通した露光）のためには、高出力の光源（例えば、キセノンフラッシュラン
プおよびレーザー）が有用である。デジタル画像形成技法のためには、赤外線、可視光、
および紫外線レーザーが特に有用である。
【０１１２】
　本明細書で用いるところでは、用語「光」は、約２００ｎｍ～約３００μｍの波長を有
する放射線をカバーすることを意図される。この光スペクトルは、約２００ｎｍ～約４０
０ｎｍの紫外線（ＵＶ）範囲、約４００ｎｍ～約７５０ｎｍの可視光範囲、および約７５
０ｎｍ～約３００μｍの赤外線（ＩＲ）範囲に分けることができる。近赤外スペクトルは
約７５０～約２５００ｎｍを含み、中赤外スペクトルは約２５００～約１２５００ｎｍを
含み、遠赤外スペクトルは約１２５００ｎｍ～約３００μｍを含む。短波長近赤外スペク
トルは約７５０ｎｍ～約１２００ｎｍの波長を含み、長波長近赤外スペクトルは約１２０
０ｎｍ～約２５００ｎｍの波長を含む。
【０１１３】
　一実施形態では、露光工程は、約６００ｍＪ／ｃｍ2以下、最も典型的には約２５０～
約４４０ｍＪ／ｃｍ2のレーザー・フルエンスでの画像形成レーザーで行われる。他の光
源および照射条件は、とりわけ、ドナー要素構築物、転写層材料、熱転写のモード、およ
び他のかかる因子に基づいて好適なものであることができる。
【０１１４】
　高いスポット配置正確さが大きな基材面積にわたって必要とされるとき（例えば、高い
情報フルカラーディスプレイ用途向けに）、レーザーは光源として特に有用である。レー
ザー源はまた、大きな堅い基材（例えば、１メートル×１メートル×１．１ｍｍおよびカ
ラーフィルターガラスのようなより大きい基材）ならびに連続のまたはシート化フィルム
基材（例えば、１００μｍ厚さポリイミドシート）の両方とも相性がよい。
【０１１５】
　ダイオードレーザー、例えばそれらの小さなサイズ、低コスト、安定性、信頼性、耐久
性および変調の容易さの観点からかなりの利点を提供する約７５０～約８７０ｎｍおよび
１２００ｎｍ以下の領域で発光するものが特に有利である。かかるレーザーは、例えば、
スペクトラ・ダイオード・ラボラトリーズ（カリフォルニア州サンノゼ）（Ｓｐｅｃｔｒ
ａ　Ｄｉｏｄｅ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ（Ｓａｎ　Ｊｏｓｅ，ＣＡ））から入手可能
である。画像を受像層に振り向けるために用いられる一装置は、約８３０ｎｍを発するレ
ーザーを利用する、クレオ・スペクトル・トレンドセッター（Ｃｒｅｏ　Ｓｐｅｃｔｒｕ
ｍ　Ｔｒｅｎｄｓｅｔｔｅｒ）３２４４Ｆである。この装置は空間光変調器（Ｓｐａｔｉ
ａｌ　Ｌｉｇｈｔ　Ｍｏｄｕｌａｔｏｒ）を利用して～８３０ｎｍレーザーダイオードア
レイからの５～５０ワット出力を分割し、変調する。関連光学は、画像形成可能な要素上
へこの光の焦点を合わせる。これは、それぞれが約１０×１０～２×１０ミクロンスポッ
トでの１０～２００ｍＷの光で、５０～２４０の個々のビームのアレイに焦点を合わせら
れた、０．１～３０ワットの画像形成光をドナー要素上に生成する。米国特許公報（特許
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文献４９）に開示されているような、類似の露光はスポット当たり個々のレーザーで得る
ことができる。このケースでは、各レーザーは７８０～８７０ｎｍで５０～３００ｍＷの
電気変調光を発する。他の選択肢には、５００～３０００ｍＷを発する、そしてそれぞれ
個々に変調され、媒体に焦点を合わせられた繊維連結レーザーが含まれる。かかるレーザ
ーは、アリゾナ州ツーソンのオプト・パワー（Ｏｐｔｏ　Ｐｏｗｅｒ　ｉｎ　Ｔｕｃｓｏ
ｎ，ＡＺ）から入手することができる。
【０１１６】
　熱画像形成に好適なレーザーには、例えば、高出力（＞９０ｍＷ）単一モード・レーザ
ーダイオード、繊維連結レーザーダイオード、およびダイオード励起固体状態レーザー（
例えば、Ｎｄ：ＹＡＧおよびＮｄ：ＹＬＦ）が含まれる。レーザー露光滞留時間は、例え
ば、２，３百分のマイクロ秒から数十マイクロ秒以上まで広く変わることができ、レーザ
ー・フルエンスは、例えば約０．０１から約５Ｊ／ｃｍ2以上までの範囲にあることがで
きる。
【０１１７】
　一実施形態では画像形成光は、６５０～１３００ｎｍの波長、例えば６６０～９００ｎ
ｍ、および９５０～１２００ｎｍの範囲の選択された波長で強く発光する１つまたは複数
のレーザーによって提供される。
【０１１８】
　一実施形態では、画像形成中に、選択的に照射された領域でのドナー要素の全体転写層
は、任意の中間層または光－熱変換層のような、熱物質移動要素の他の層の有意な部分ま
たは成分を転写することなく受像要素に転写される。これは、ＬＴＨＣ層が転写される材
料とは異なる特性を有し、そして転写によって得られる機能性を妨げ得るときに特に望ま
しい。例えば、青カラーフィルターウィンドウ用の透明な青色転写層と共に転写する黄着
色のまたは黒色のＬＴＨＣ層、または導電性転写層と共に導電性パッド上へ転写する電気
絶縁性ＬＴＨＣ層は許容されないものであり得る。
【０１１９】
　別の実施形態では、転写層は成分の混合物であり、ドナー要素の照明による転写は、昇
華性染料、または溶融成分のような選択された成分について起こるにすぎない。
【０１２０】
　熱転写のモードは、照射のタイプ、転写層中の材料のタイプなどに依存して変わること
ができ、一般に１つまたは複数のメカニズムによって起こり、その１つまたは複数が画像
形成条件、ドナー構築物などに依存して転写中に重視されるまたは重視されないかもしれ
ない。熱転写の次のモードは、本発明を限定するものではなく、あくまで例示目的のため
に与えられる。
【０１２１】
　熱転写の推測される一メカニズムには、転写層とドナー要素の残りとの界面での局所加
熱がドナーへの熱転写層の接着性を選択された場所で低くすることができる、熱溶融－粘
着転写が含まれる。熱転写層の選択された部分は、ドナー要素が除去されるときに、転写
層の選択された部分がレセプター上に留まるように、ドナーによりも強く受像要素に接着
することができる。熱転写の推測される別のメカニズムには、局所加熱を用いてドナー要
素から転写層の部分を除去することができ、それによって除去された材料をレセプターの
方へ導く除去転写が含まれる。熱転写の推測されるさらに別のメカニズムには、転写層に
分散された材料がドナー要素に発生した熱によって昇華することができる昇華が含まれる
。昇華した材料の一部はレセプター上に凝縮することができる。
【０１２２】
　画像形成中に、熱転写要素は受像要素と密に接触させることができる（熱溶融－粘着転
写メカニズムについて典型的にそのケースであるかもしれないように）、または熱転写要
素は受像要素から少し離して間隔をあけることができる（除去転写メカニズムまたは転写
材料昇華メカニズムについてそのケースであり得るように）。少なくとも幾つかの場合に
は、圧力または真空を用いてレセプターと密に接触して熱転写要素を保持することができ
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る。幾つかの場合には、マスクを熱転写要素と受像要素との間に置くことができる。かか
るマスクは除去可能であるか、または転写後に受像要素上に留まることができる。次に光
源を用いてＬＴＨＣ層（および任意選択的に任意の光吸収剤を含有する他の層）を像様様
式に（例えば、デジタルでまたはマスクを通したアナログ露光によって）加熱して像様転
写および／または熱転写ドナー要素から受像要素への転写層のパターン化を行うことがで
きる。
【０１２３】
　像様光露光による画像形成後の集合体についての後工程は、画像形成された受像要素か
らの画像形成ドナー要素の分離である（図５）。通常これは、２つの要素を単に引き剥が
すことによって行われる。これは一般に非常に少ない剥離力を必要とし、受像要素からド
ナー支持材を単に分離することによって行われる。これは、任意の通常の分離技法を用い
て行うことができ、手動または自動であることができる。
【０１２４】
　典型的には意図される製品は、光露光および分離後に、その上に転写される材料がパタ
ーンで転写された受像要素である。しかしながら、意図される製品が露光および分離後の
ドナー要素であることもまた可能である。ドナー支持層およびＬＴＨＣ層が透明であり、
そして転写層が不透明である一実施形態では、画像形成されたドナー要素は、感光性材料
、例えばフォトレジスト、感光性ポリマー印刷プレート、感光性防水加工材料、医療ハー
ド・コピーなどの通常のアナログ露光用の光工具として使用することができる。光工具用
途向けには、ドナー要素の「無色透明」、すなわち、レーザー露光区域と「不透明」、す
なわち、非露光区域との間の密度差を最大にすることが重要である。このように、ドナー
要素に使用される材料はこの用途に適合するように調整されなければならない。
【０１２５】
　一実施形態では、画像形成された受像要素は、ドナー要素と共にその後の画像形成可能
集合体の受像要素として使用することができる。
【０１２６】
　一実施形態では、異なる組成物の層を有するドナー要素の使用は、材料転写を意図され
る区域に強烈なレーザービームを照らす、迅速に走査される点滅レーザービームによって
発生する熱の結果によるドナー要素から受像要素への材料の像様転写用の画像形成可能集
合体で受像要素と組み合わせて有用である。画像形成された受像要素からの使用済みドナ
ー要素の分離は、カラーフィルター、視覚的ディスプレイ、カラー画像複製品、回路部品
などに有用な物品を提供する。
【０１２７】
　一実施形態では、支持層、金属の顔料入り、または染料含有層のような光－熱変換層に
有用な層（ＬＴＨＣ層）、および転写層を含む少なくとも３つの層のドナー要素構築物は
、層間接着、光吸収、熱転写、ハンドリングなどのような特性を改質するために、３つの
層の間にまたは外側に置くことができる構築物中の追加の層によって補完される。
【０１２８】
　典型的には、転写層の選択された部分が、任意の中間層またはＬＴＨＣ層のような、熱
転写要素の他の層の有意部分を転写することなく受像要素に転写される。任意の中間層の
存在は、ＬＴＨＣ層から受像要素への材料の転写を排除するまたは減らす、および／また
は転写層の転写部分での歪みを減らすかもしれない。好ましくは、画像形成条件下で、Ｌ
ＴＨＣ層への任意の中間層の接着性は転写層への中間層の接着性より大きい。幾つかの場
合には、反射中間層を使用して中間層を通って伝えられる画像形成光のレベルを減衰させ
、そして伝えられる光と転写層および／またはレセプターとの相互作用に起因するかもし
れない転写層の転写部分へのいかなる損傷も減らすことができる。これは、受像要素が画
像形成光を高度に吸収するときに起こるかもしれない熱損傷を減らすのに特に有益である
。
【０１２９】
　レーザー露光中に、画像形成された材料からの多重反射による干渉縞の形成を最小にす
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ることが望ましいかもしれない。これは、様々な方法によって成し遂げることができる。
最も一般的な方法は、米国特許公報（特許文献５０）に記載されているように入射光の規
模で熱転写要素の表面を効果的に粗くすることである。これは、入射光の空間干渉性を乱
し、こうして自己干渉を最小にするという効果を有する。代わりの方法は、熱転写要素内
に反射防止コーティングを用いることである。反射防止コーティングの使用は公知であり
、米国特許公報（特許文献５１）に記載されているように、フッ化マグネシウムのような
四分の一波長厚さのコーティングよりなってもよい。
【０１３０】
　メートル以上の長さおよび幅寸法を有する熱転写要素をはじめとする、大きな熱転写要
素を使用することができる。操作中、レーザーは、大きな熱転写要素の端から端までラス
タ化する、またはさもなければ移動させることができ、レーザーは所望のパターンに従っ
て熱転写要素の部分を照明するように選択的に操作される。あるいはまた、レーザーは固
定されたもので、熱転写要素および／または受像要素基材がレーザーの真下を移動させら
れてもよい。
【０１３１】
　幾つかの場合に、２つ以上の異なる熱転写要素を順次使用して光学ディスプレイのよう
なデバイスを形成することが必要である、望ましい、および／または好都合であるかもし
れない。
【０１３２】
　例えば、ピクセルウィンドウを画定するブラックマトリックスは、熱転写画像形成、引
き続く別個のウィンドウへのマルチカラーの順次熱転写によってガラス板上に形成され、
ブラックマトリックスのウィンドウにカラーフィルター要素を形成してもよい。別の例と
して、ブラックマトリックスが形成され、液晶ディスプレイで透明度を切り替えるために
用いる薄膜トランジスタの１つまたは複数の層の熱転写がそれに続いてもよい。別の例と
して、多層デバイスは、異なる熱転写要素から別個の層または層の別個のスタックを転写
することによって形成され得る。多層スタックはまた、単一ドナー要素から単一転写単位
として転写され得る。多層デバイスの例には、有機電界効果トランジスタ（ＯＦＥＴ）の
ようなトランジスタ、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）をはじめとする、有機エレクトロ
ルミネセンスピクセルおよび／またはデバイスが挙げられる。マルチプルドナーシートを
また使用してレセプター上の同じ層中に別個の部品を形成することができる。例えば、３
つの異なるカラードナーを使用してカラー電子ディスプレイ用のカラーフィルターを形成
することができる。また、それぞれが多層転写層を有する、別個のドナーシートを使用し
て異なる多層デバイス（例えば、異なる色を発するＯＬＥＤ、アドレス可能なピクセルを
形成するために接続するＯＬＥＤおよびＯＦＥＴなど）をパターン化することができる。
２つ以上の熱転写要素の様々な他の組み合わせを用いて、各熱転写要素がデバイスの１つ
または複数の部分を形成する、デバイスを形成することができる。レセプター上のこれら
のデバイス、または他のデバイスの他の部分がフォトリソグラフ法、インクジェット法、
および様々な他の印刷またはマスク－ベースの方法をはじめとする任意の好適な方法によ
って全体的にまたは部分的に形成されてもよいことは理解されるであろう。
【実施例】
【０１３３】
　パーキン・エルマー・ラムブダ（Ｐｅｒｋｉｎ　Ｅｌｍｅｒ　Ｌａｍｂｄａ）９００Ｕ
Ｖ－Ｖｉｓ－ＩＲ分光計または同等物を用いて８３０ｎｍのような波長で層のパーセント
透過率を測定することができる。着色した転写層の転写の完全性は、未画像形成および画
像形成ドナー要素間の吸光度の変化を、例えば青色着色した転写層のドナー要素について
４４０ｎｍ波長で記録することによって測定した。かかるカラー測定に好適な分光計は、
オーシャン・オプチックス、フロリダ州ダニディン（Ｏｃｅａｎ　Ｏｐｔｉｃｓ，Ｄｕｎ
ｅｄｉｎ，ＦＬ）から入手可能である。
【０１３４】
　次の原料を使用して実施例のドナー要素を作り出した。特に明記しない限り、すべての
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部および百分率は容量ではなく質量による。
【０１３５】
　ポリマー分散系ＰＤ２Ｅはバインダーおよび架橋剤の水性分散系である：４８モル％エ
チルアクリレートと、４８モル％メチルメタクリレートと、４モル％メタクリルアミドと
の約３７％のコポリマー、約９％のケミカル・アブストラクツ登録番号（Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ　Ｒｅｇｉｓｔｒｙ　ｎｕｍｂｅｒ）［６８００２－２０－０］
のメチル化メラミンホルムアルデヒド架橋剤、約１％ホルムアルデヒド、約３％メタノー
ル、および残り水。
【０１３６】
　剥離改質剤サイアスタットＳＰは、サイテック・インダストリーズ、ニュージャージー
州ウェスト・パターソンから入手可能な、５０／５０イソプロパノール／水中のリン酸二
水素ステアルアミドプロピルジメチル－β－ヒドロキシエチルアンモニウム（［３７５８
－５４－１］の３５％固形分溶液である。
【０１３７】
　剥離改質剤エルフジンＰＦ（ポリグリコールエーテル置換化合物を含有する）およびエ
ルフジンＡＫＴ（ホスフェート陰イオンまたはエステル化合物を含有する）は、クラリア
ント・コーポレーション、ノースカロライナ州シャーロット（Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ，ＮＣ）から入手可能である。エルフジンＰＦは
、５つ以下のＨ（ＯＣＨ2－ＣＨ2）n－鎖（相異なる酸素からの３つ、および単一窒素か
らの２つ）を有するように、かつ、５つの「ｎ」（ポリエチレンオキシド鎖の重合度）の
合計が５～１００であり、そしてＨ（ＯＣＨ2－ＣＨ2）n－のＨエンドキャップの少なく
とも１つがＣＨ2－ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2Ｃｌ基で置換されるように、トリス（ヒドロキシ
メチル）アミノメタン（トリス（ＴＲＩＳ）、ＣＡＳ［７７－８６－１］）の５つの位置
でのポリエトキシル化の生成物として米国特許公報（特許文献５２）に記載されている。
【０１３８】
　湿潤剤ＷＥＴ２は、デグッサ、バージニア州ホープウェル（Ｄｅｇｕｓｓａ，Ｈｏｐｅ
ｗｅｌｌ，ＶＡ）製のポリエーテル変性トリシロキサンコポリマーである。
【０１３９】
　ＳＤＡ－４９２７は、Ｈ．Ｗ．サンズ社、フロリダ州ジュピターから入手可能な、２－
（２－（２－クロロ－３－（２－（１，３－ジヒドロ－１，１－ジメチル－３－（４－ス
ルホブチル）－２Ｈ－ベンズ［ｅ］インドール－２－イリデン）エチリデン）－１－シク
ロヘキセン－１－イル）エテニル）－１，１－ジメチル－３－（４－スルホブチル）－１
Ｈ－ベンズ［ｅ］インドリウム、分子内塩、ＣＡＳ　Ｎｏ．［１６２４１１－２８－１］
を有する遊離酸である。
【０１４０】
　ジョンクリル（ＪＯＮＣＲＹＬ）６３は、ジョンソン・ポリマー、ウィスコンシン州ス
ターテバント（Ｊｏｈｎｓｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒ，Ｓｔｕｒｔｅｖａｎｔ，ＷＩ）から入
手可能なジョンクリル６７、８２００の数平均分子量および１２０００の重量平均分子量
のスチレン・アクリルコポリマーの３０％水溶液である。
【０１４１】
　ゾニール（ＺＯＮＹＬ）（登録商標）ＦＳＡは、本願特許出願人、デラウェア州ウィル
ミントン（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ）から入手可能な、ＲfＣＨ2ＣＨ2ＳＣＨ2ＣＨ2

ＣＯ2Ｌｉ（ここで、Ｒf＝Ｆ（ＣＦ2ＣＦ2）ｘであり、そしてここで、ｘは１～約９であ
る）を含む、水イソプロパノールブレンド中の２５％固形分フルオロ界面活性剤溶液であ
る。
【０１４２】
　エアロテックス（ＡＥＲＯＴＥＸ）３７３０は、サイテック・インダストリーズ、ニュ
ージャージー州ウェスト・パターソンから入手可能な、８５％固形分の水性の完全水溶性
のメチル化メラミンホルムアルデヒド樹脂架橋剤である。
【０１４３】
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　下に与えられる実施例では、転写層厚さは約１～２ミクロンである。
【０１４４】
　　（実施例１）
　次の実施例は、順に通常の支持層、支持層上に通常通りにコートされる光－熱変換－剥
離改質剤層、および転写層を有するドナー要素の実施形態および使用を提供する。剥離改
質剤層は、光吸収剤として溶解された赤外線吸収染料を含む。
【０１４５】
　調合物１（ＨＦ１）は、順に５２９０部水、５５２．２部のＰＤ２Ｅ、２．５部ＷＥＴ
２、７２．６部サイアスタットＳＰを混合し、次に３％水性水酸化アンモニウムを使用し
て調合物のｐＨを８．９～９．１に調整し、最後に６６．０９部ＳＤＡ－４９２７を加え
ることによって製造した。
【０１４６】
　６７０ｎｍで０．６吸光度（２５％透過率）を達成するために青染料を含有する二軸延
伸ポリエステルテレフタレートフィルムの５０μｍ厚さ支持層をトップ面上にワイア巻き
棒を用いてＨＦ１でコートし、調合物を５０℃で少なくとも５分間乾燥させて８３０ｎｍ
波長で光の５１．７％を伝える組み合わせ剥離改質剤および光吸収剤層を与えた（０．２
８７の吸光度）。得られた構築物は支持吸収剤（Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ａｂｓｏｒｂｅｒ）１
（ＳＡ１－ＩＲＭ３５）と称された。
【０１４７】
　ブルー調合物（ＢＦ１）は、６７．４部ブルー・ピグメント・ディスパージョン（Ｂｌ
ｕｅ　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｄｉｓｐｅｒｓｉｏｎ）（４９．３％不揮発性マス、顔料対バイ
ンダー質量比２．０）、３．６０部バイオレット（Ｖｉｏｌｅｔ）ピグメント・ディスパ
ージョン（２５％不揮発性マス、顔料対バインダー質量比２．３）、２２９．２部水、９
０．８部ジョンクリル６３、２．４部水性水酸化アンモニウム（３％）、１．４部ゾニー
ルＦＳＡ、１．２０部ＳＤＡ－４９２７、および４部エアロテックス３７３０を組み合わ
せることによって製造した。
【０１４８】
　ＢＦ１を、ワイア巻き棒を用いてＳＡ１－ＩＲＭ３５のＨＦ１面上にコートし、５０℃
で少なくとも５分間乾燥させてブルードナー要素１（ＢＤＥ１－ＩＲＭ３５）を与えた。
【０１４９】
　ドナー要素ＢＤＥ１－ＩＲＭ３５のセクションを、支持層／剥離改質剤光－熱変換層／
転写層／ピクセル／ガラス順に予め転写された赤ピクセルを有するガラスカラーフィルタ
ー基材と組み合わせて画像形成可能集合体を形成した。画像形成可能集合体を、約４００
ｍＪ／ｃｍ2のフルエンスおよび５μ秒未満の露光時間で支持層に衝突する迅速に移動す
る点滅８３０ｎｍ赤外線レーザーを用いて画像形成させてブルー転写層の着色剤の９２％
完全転写に相当する、明度ｘ＝０．１５１、ｙ＝０．１６７、およびＹ＝２２．３を有す
るカラーフィルターに好適な青ピクセルを転写した。
【０１５０】
　　（実施例２）
　次の実施例は、ステンターオーブン中での横延伸およびその後のヒートセットの前に支
持層前駆体上にコートされる剥離改質剤層を有するドナー要素の実施形態および使用を提
供する。
【０１５１】
　５０μｍ経路長にわたって６７０ｎｍで０．６吸光度（２５％透過率）を達成するため
にブルー染料を含有する一軸延伸ポリエステルテレフタレートフィルムの厚い支持層をト
ップ面上にオフセットグラビア塗布機を用いてＨＦ１でコートし、乾燥のために９０～１
００℃に予熱し、５０μｍの最終厚さを達成するために横に延伸し、ヒートセットして０
．３９８の吸光度を有する、８３０ｎｍ波長で光の４０％を伝える１６０ｎｍ厚さの組み
合わせ剥離改質剤および光吸収剤層を与えた。得られた構築物は支持吸収剤２（ＳＡ２－
ＩＲＭ３５）と称された。
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【０１５２】
　ＢＦ１を、ワイア巻き棒を用いてＳＡ２－ＩＲＭ３５のＨＦ１面上にコートし、５０℃
で少なくとも５分間乾燥させてブルードナー要素２（ＢＤＥ２－ＩＲＭ３５）を与えた。
【０１５３】
　ドナー要素ＢＤＥ２－ＩＲＭ３５のセクションを、支持層／剥離改質剤光－熱変換層／
転写層／ピクセル／ガラス順に予め転写されたカラーピクセルを有するガラスカラーフィ
ルター基材と組み合わせて画像形成可能集合体を形成した。画像形成可能集合体を、約４
００ｍＪ／ｃｍ2のフルエンスおよび５μ秒未満の露光時間で支持層に衝突する迅速に移
動する点滅８３０ｎｍレーザーを用いて画像形成させてブルー転写層の着色剤の９８％完
全転写に相当する、明度ｘ＝０．１５１、ｙ＝０．１５０、およびＹ＝１９．３２を有す
るカラーフィルターに好適な青ピクセルを転写した。
【０１５４】
　　（比較例３）
　次の比較例は、剥離改質剤原料サイアスタット－ＳＰなしで調合した、実施例１に密に
匹敵するドナー要素を提供する。
【０１５５】
　剥離改質剤調合物２（ＨＦ２）は、順に４９４５部水、１３６４部ＰＤ２Ｅ、１０部Ｗ
ＥＴ２を混合し、次に３％水性水酸化アンモニウムを使用して調合物のｐＨを８．９～９
．１に調整し、最後に３５７１部ＳＤＡ－４９２７を加えることによって製造した。
【０１５６】
　６７０ｎｍで０．６吸光度を達成するためにブルー染料を含有するポリエステルテレフ
タレートフィルムの５０μｍ厚さ支持層をトップ面上にワイア巻き棒を用いてＨＦ１でコ
ートし、調合物を５０℃で少なくとも５分間乾燥させて８３０ｎｍ波長で光の５１．７％
を伝える光吸収剤層を与えた（０．２８７の吸光度）。得られた構築物は支持吸収剤３（
ＳＡ３－ＩＲＭ３２Ａ）と称された。
【０１５７】
　ＢＦ１を、＃２ワイア巻き棒を用いてＳＡ３－ＩＲＭ３２ＡのＨＦ２面上にコートし、
８０℃で２０分間乾燥させてブルードナー要素３（ＢＤＥ３－ＩＲＭ３２Ａ）を与えた。
【０１５８】
　ドナー要素ＢＤＥ３－ＩＲＭ３２Ａのセクションを、支持層／剥離改質剤光－熱変換層
／転写層／ピクセル／ガラス順に予め転写されたカラーピクセルを有するガラスカラーフ
ィルター基材と組み合わせて画像形成可能集合体を形成した。画像形成可能集合体を、約
４００ｍＪ／ｃｍ2のフルエンスおよび５μ秒未満の露光時間で支持層に衝突する迅速に
移動する８３０ｎｍレーザーを用いて画像形成させてブルー転写層の着色剤の８５．５％
完全転写に相当する、明度ｘ＝０．１５２、ｙ＝０．１６６、およびＹ＝２１．５を有す
るカラーフィルターに好適な青ピクセルを転写した。
【０１５９】
　　（実施例４）
　次の実施例は、延伸およびヒートセットの前に支持層前駆体上にコートされる光吸収材
としてカーボンブラックを含む剥離改質剤光－熱変換層を有するドナー要素の実施形態お
よび使用を提供する。
【０１６０】
　調合物３（ＨＦ３）は、順に８２９０部水、１３６４部のＰＤ２Ｅ、１０部ＷＥＴ２、
１７９．３部サイアスタットＳＰを混合し、次に３％水性水酸化アンモニウムを使用して
調合物のｐＨを８．９～９．１に調整し、最後に１８１４部の２５．７％不揮発性マス水
性カーボンブラック分散系を加えることによって製造した。
【０１６１】
　充填剤なしのポリエチレンテレフタレートを含むポリマー組成物を溶融押出し、冷却し
た回転ドラム上へキャストし、そして７５℃の温度でその元の長さの約３倍に押出の方向
に延伸した。冷却した延伸ポリマー組成物を次に１つの面上にＨＦ３でコートして約２０



(34) JP 4856085 B2 2012.1.18

10

20

30

40

50

～３０μｍの湿ったコーティング厚さを与えた。ＨＦ３を、オフセットグラビアコーティ
ング装置を用いて、グラビアロール表面上へＨＦ３を取り込むＨＦ３供給を通って回転す
る６０ＱＣＨグラビアロール（パマーコ・テクノロジーズ、ニュージャージー州ロゼル（
Ｐａｍａｒｃｏ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ，Ｒｏｓｅｌｌｅ，ＮＪ））を用いてコート
した。グラビアロールをポリマー組成物移動と反対の方向に回転させ、ロールは接触の１
ポイントでコーティングを塗布した。
【０１６２】
　コーテッドポリマー組成物を、１００～１１０℃の温度のステンターオーブンへ移行さ
せ、そこでコーテッドポリマー組成物を乾燥させ、その元の幅の約３倍に横方向に延伸し
た。二軸延伸したコーテッドポリマー組成物を、通常の方法で約１９０℃の温度でヒート
セットして支持吸収剤４（ＳＡ４－ＩＲＭ３０）と称される複合インラインコーテッド支
持層／光－熱吸収剤および剥離改質剤層をもたらした。支持吸収剤４の総厚さは５０μｍ
であり、コーティング層の乾燥厚さは約０．５～０．９μｍであった。８３０ｎｍ波長で
の支持吸収剤４の吸光度はコーティングのために０．２８であった。
【０１６３】
　従来のレッド調合物１（ＲＦ１）を、ＳＡ４－ＩＲＭ３０の光－熱吸収剤および剥離改
質剤層上へコートしてレッドドナー要素（ＲＤＥ４－ＩＲＭ３０）を提供した。
【０１６４】
　ドナー要素ＲＤＥ４－ＩＲＭ３０のセクションを、支持層／剥離改質剤光－熱変換層／
転写層／ガラス順のガラスカラーフィルター基材と組み合わせて画像形成可能集合体を形
成した。画像形成可能集合体を、約４００ｍＪ／ｃｍ2のフルエンスおよび５μ秒未満の
露光時間で支持層に衝突する２１．５ワットの出力エネルギーの迅速に移動する点滅８３
０ｎｍ赤外線レーザーを用いて画像形成させてレッド転写層の着色剤の８４％完全転写に
相当する、明度ｘ＝０．５５９、ｙ＝０．３３１、およびＹ＝２６．７を有するカラーフ
ィルターに好適な赤ピクセルを転写した。
【０１６５】
　ドナー要素ＲＤＥ４－ＩＲＭ３０の別のセクションを、支持層／剥離改質剤光－熱変換
層／転写層／ピクセル／ガラス順に予め転写されたカラーピクセルを有するガラスカラー
フィルター基材と組み合わせて画像形成可能集合体を形成した。画像形成可能集合体を、
約４００ｍＪ／ｃｍ2のフルエンスおよび５μ秒未満の露光時間で支持層に衝突する２１
．５ワットの出力エネルギーの迅速に移動する点滅８３０ｎｍ赤外線レーザーを用いて画
像形成させてレッド転写層の厚さの９１％完全転写に相当する、明度ｘ＝０．５８１、ｙ
＝０．３３４、およびＹ＝２４．５を有するカラーフィルターに好適な赤ピクセルを転写
した。
【０１６６】
　　（実施例５）
　次の実施例は、剥離改質剤サイアスタットＳＰを含まないドナー要素に、光吸収材とし
てカーボンブラックを含む光－熱変換層を有するドナー要素の実施形態および使用を提供
する。光－熱変換層を、ステンターオーブン中での横延伸およびその後のヒートセット前
に支持層前駆体上にコートした。
【０１６７】
　調合物４（ＨＦ４）は、順に７８４０部水、１３６４部のＰＤ２Ｅ、１０部ＷＥＴ２を
混合し、次に３％水性水酸化アンモニウムを使用して調合物のｐＨを８．９～９．１に調
整し、最後に１８１４部のカーボンブラック分散系を加えることによって製造した。
【０１６８】
　ＨＦ４を、ＨＦ３についてのようにコートして支持吸収剤５（ＳＡ５－ＩＲＭ３３）と
称される複合インラインコーテッド支持層／光－熱吸収剤層を与えた。支持吸収剤５の総
厚さは５０μｍであり、支持吸収剤４の吸光度はコーティングのために８３０ｎｍ波長で
の０．２７であった。
【０１６９】



(35) JP 4856085 B2 2012.1.18

10

20

30

40

50

　従来のレッド調合物１（ＲＦ１）を、ＳＡ５－ＩＲＭ３３の光－熱吸収剤層上へコート
してレッドドナー要素（ＲＤＥ５－ＩＲＭ３３）を提供した。
【０１７０】
　ドナー要素ＲＤＥ５－ＩＲＭ３３のセクションを、支持層／光－熱変換層／転写層／ガ
ラス順のガラスカラーフィルター基材と組み合わせて画像形成可能集合体を形成した。画
像形成可能集合体を、約４００ｍＪ／ｃｍ2のフルエンスおよび５μ秒未満の露光時間で
支持層に衝突する２１．５ワットの出力エネルギーの迅速に移動する点滅８３０ｎｍ赤外
線レーザーを用いて画像形成させてレッド転写層の厚さの７８％完全転写に相当する、明
度ｘ＝０．５６５、ｙ＝０．３３２、およびＹ＝２８．２を有するカラーフィルターに好
適な赤ピクセルを転写した。
【０１７１】
　ドナー要素ＲＤＥ５－ＩＲＭ３３の別のセクションを、支持層／剥離改質剤光－熱変換
層／転写層／ピクセル／ガラス順に予め転写されたカラーピクセルを有するガラスカラー
フィルター基材と組み合わせて画像形成可能集合体を形成した。画像形成可能集合体を、
約４００ｍＪ／ｃｍ2のフルエンスおよび５μ秒未満の露光時間で支持層に衝突する２１
．５ワットの出力エネルギーの迅速に移動する点滅８３０ｎｍ赤外線レーザーを用いて画
像形成させてレッド転写層の厚さの８４％完全転写に相当する、明度ｘ＝０．５８３、ｙ
＝０．３３５、およびＹ＝２５．６を有するカラーフィルターに好適な赤ピクセルを転写
した。
【０１７２】
　　（実施例６～１４）
　次の実施例は、水分散性スルホン化ポリエステルバインダー、近ＩＲレーザー放射線を
吸収することができる染料、および任意選択的に剥離改質剤または比較材料を含む光－熱
変換層を有するドナー要素の比較例および実施例の実施形態を提供する。
【０１７３】
　百重量部の光－熱変換層コーティング組成物を、約７２部の水、１部のジメチルアミノ
エタノール、０．９５部ＳＤＡ－４９２７、１３部の水性分散３０質量パーセントスルホ
ン化ポリエステル（６３℃のガラス転移温度および２７℃の最低フィルム形成温度を有す
るアマーテック（ＡｍｅｒＴｅｃｈ）ポリエステル無色透明）、４部イソプロパノール、
１部基材湿潤添加剤（デグッサ、バージニア州ホープウェル製のテゴ・ウェット（Ｔｅｇ
ｏ　ＷＥＴ）２５０、９３～９６％固形分ポリエーテル変性トリシロキサンコポリマー）
および任意選択的に０．１６部の剥離改質剤化合物または比較化合物（水または他のキャ
リアに同伴されてもよい）を使用することによって製造した。十分に混合された光－熱変
換層コーティング組成物を、＃０ワイア巻き棒を用いて５０ミクロン・ポリエステル支持
層上へコートして約３ミクロンの湿ったコーテッド厚さおよび約１９０ｎｍの乾燥コーテ
ィング厚さならびに約４５％の８３０ｎｍ波長光の透過率を与えた。得られた支持層／Ｌ
ＴＨＣ層構築物をＬＴＨＣ層面に１～２ミクロンの乾燥厚さで従来のブルー顔料入り転写
層でコートして添付の表に特定されるドナー要素を提供した。
【０１７４】
　ドナー要素のセクションを、支持層／光－熱変換層／転写層／ガラス順の赤ピクセル要
素を有するガラスカラーフィルター基材と組み合わせて画像形成可能集合体を形成した。
画像形成可能集合体を、約２５０～５００ｍＪ／ｃｍ2のフルエンスおよび５μ秒未満の
露光時間で支持層に衝突する６つの別々にサンプリングされた出力エネルギー（名目１４
、１７、１８．５、２０、２１．５、および２３ワット）の迅速に移動する点滅８３０ｎ
ｍ赤外線レーザーを用いて画像形成させてカラーフィルターに好適な青ピクセルを転写し
た。
【０１７５】
　画像形成された集合体を、使用済みブルードナー要素と赤および青ピクセル要素を有す
るガラスカラーフィルター基材とに分離した。使用済みドナー要素を、１００％転写を意
図される区域でブルー転写層の非転写百分率について比色分析で分析し、その値を１００
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セル要素を、転写されたライン幅（画像形成レーザー使用からの意図される画像形成転写
幅の百分率として表される）および転写された材料の明度（元のドナー要素値からの差と
してＣＩＥスケールのｘｙＹ座標で表される）について比色分析で分析した。熱転写プロ
セスおよび色の品質を、ｘおよびｙがカラーの色相を表し、そしてＹが輝度（透過光子／
入射光子の比）の尺度であるＣＩＥシステムでのカラー座標についてｘ、ｙおよびＹ値を
測定することによって評価した。
【０１７６】
　次の表１は、様々な名目レベルのレーザーエネルギーを用いて画像形成させることによ
るドナー要素の性能を記録する。「実施例」と標識される第１列は、各実施例に識別子を
割り当てる。「化合物」と標識される第２列は、候補剥離改質剤として使用される化合物
を示す（１００のコーティング組成物当たり０．１６部）。「Ｔｒ．％平均」と標識され
る第３列は、ドナー要素を出て受像要素に転写されたブルー転写材料の転写百分率平均（
６つの名目レーザー出力設定にわたって）を示す。「Ｔｒ．％最高」と標識される第４列
は、６つの名目レーザー設定のうちで最高の転写パーセントを示す。「Ｔｒ．％デルタ」
と標識される第５列は、６つのレーザー設定内での転写量の広がり、達成された最高値と
最低値との差を示す。第６～第８列は、複数ピクセルレーザーヘッドでのレーザーピクセ
ルの使用によって測定されるような、ブルーの転写された材料の達成転写幅対幅約９０ミ
クロンの意図された転写について同じ量を記録する。第９および第１０列は、ｘｙＹカラ
ー空間での転写されたブルー転写材料カラー対非転写ブルー転写材料のｘｙＹ座標を反映
している。このように、ｄｙは、非転写および転写されたブルー転写材料についてのｘｙ
Ｙ空間における「ｙ」座標での絶対差である。列９の平均値は用いた６つのレーザーワッ
ト量にわたるものである。同様に、「ｄＹ平均」列１０は、６つのレーザーワット量設定
にわたって平均した転写後のＹ（輝度）差（ｄＹ）を示す。
【０１７７】
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【表１】

【０１７８】
　行６－１、「Ｋ＋ＥｔＯＰＯ3Ｈ－ＤＭＡＥ」は、３部水中での０．５部リン酸エチル
（スタウファー・ケミカル・カンパニー（Ｓｔａｕｆｆｅｒ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍ
ｐａｎｙ）、コネチカット州ウェストポート；ルブリゾール、オハイオ州ウィックリフ（
Ｌｕｂｒｉｚｏｌ，Ｗｉｃｋｌｉｆｆｅ，ＯＨ））と４．５のｐＨを達成するために十分
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な４５％水性水酸化カリウムとの組み合わせ、引き続く７．５のｐＨを達成するために十
分なジメチルアミノエタノールの添加、そして最後に合計５部の１１．５相対質量パーセ
ントの水を含まない化合物の最終水溶液を達成するための水での希釈から導かれる０．１
６グラム固形分基準（水を含まない）のリン酸エチルカリウムとジメチルアミノエタノー
ルとのブレンドを示す。
【０１７９】
　行１１－７、「リチウムトリフレート」は、トリフルオロメタンスルホン酸リチウムの
使用について報告する。
【０１８０】
　次の表２は、様々な名目レベルのレーザーエネルギーを用いて画像形成させることによ
るドナー要素の性能を記録する。「実施例」と標識される第１列は、各実施例に識別子を
割り当てる。「化合物」と標識される第２列は、候補剥離改質剤として使用される化合物
を示す（１００のコーティング組成物当たり０．１６部）。「最初良好」と標識される第
３列は、ドナー要素を出て受像要素に転写されたブルー転写材料の許容される転写を生成
する最低レーザーエネルギー（１１ワットから２３ワットまで１．５ワット差で９つの名
目レーザー出力設定にわたって）を示す。「最後良好」と標識される第４列は、ドナー要
素を出て受像要素に転写されたブルー転写材料の許容される転写を生成する最高レーザー
エネルギー（１１ワットから２３ワットまで１．５ワット差で９つの名目レーザー出力設
定にわたって）を示す。「最後良好でのＴｒ、％」と標識される第５列は、「最後良好」
と標識されるレベルでレーザーエネルギーを用いて受像要素に転写されたブルー転写層の
百分率を示す。
【０１８１】
【表１】

　以下、本明細書に記載の発明につき列記する。

１．　支持層、
　該支持層の一面に隣接して配置され、光吸収剤を含む光－熱変換層、および
　該光－熱変換層に隣接し、該支持層の反対側に配置された転写層であって、
　該光－熱変換層が光に選択的に露光されたときに、ドナー要素から隣接受像要素へ像様
転写され得る材料を含む転写層、
　を含む熱転写プロセスに使用するためのドナー要素であって、
　該支持層と転写層との間に
　（ａ）第四級アンモニウム陽イオン性化合物、
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　（ｂ）ホスフェート陰イオン性化合物、
　（ｃ）ホスホネート陰イオン性化合物、
　（ｄ）１～５個のエステル基および２～１０個の水酸基を含む化合物、
　（ｅ）（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化アミン化合物、ならびに
　（ｆ）それらの組み合わせ
よりなる群から選択される剥離改質剤をも配置されることを特徴とするドナー要素。
２．　前記剥離改質剤が、前記光－熱変換層に配置されることを特徴とする前記１．に記
載のドナー要素。
３．　前記剥離改質剤が、前記転写層と光－熱変換層との間の層に配置されることを特徴
とする前記１．に記載のドナー要素。
４．　前記剥離改質剤が、ニトロセルロースを含む層に配置されることを特徴とする前記
１．に記載のドナー要素。
５．　前記剥離改質剤が、ポリメチルメタクリレートを含む層に配置されることを特徴と
する前記１．に記載のドナー要素。
６．　前記剥離改質剤が、ポリアルキレンカーボネートを含む層に配置されることを特徴
とする前記１．に記載のドナー要素。
７．　前記剥離改質剤が、スチレン－マレイン酸コポリマーを含む層に配置されることを
特徴とする前記１．に記載のドナー要素。
８．　前記剥離改質剤が、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、多糖類、ポリ
（エチレンオキシド）、ゼラチン、ポリヒドロキシエチルセルロースおよびそれらの組み
合わせからなる群から選択されるものを含む層に配置されることを特徴とする前記１．に
記載のドナー要素。
９．　前記剥離改質剤が、前記転写層と光－熱変換層との間に配置された層の０．１～９
０質量パーセントを占めることを特徴とする前記１．に記載のドナー要素。
１０．　前記剥離改質剤が、前記転写層と光－熱変換層との間に配置された層の０．２～
１０質量パーセントを占めることを特徴とする前記１．に記載のドナー要素。
１１．　前記光吸収剤が、顔料を含むことを特徴とする前記１．に記載のドナー要素。
１２．　前記光吸収剤が、カーボンブラックおよびグラファイトの少なくとも１つを含む
ことを特徴とする前記１．に記載のドナー要素。
１３．　前記光吸収剤が、近赤外染料を含むことを特徴とする前記１．に記載のドナー要
素。
１４．　前記光吸収剤が、７５０～１２００ｎｍの波長で少なくとも１つの吸収極大を有
することを特徴とする前記１．に記載のドナー要素。
１５．　６５０～１２００ｎｍの波長での前記光－熱変換層の最大吸光度が、４００～６
５０ｎｍの波長での該光－熱変換層の最大吸光度より、少なくとも３倍大きいことを特徴
とする前記１．に記載のドナー要素。
１６．　前記光－熱変換層が、カーボンブラックおよびグラファイトの両方とも含まない
ことを特徴とする前記１．に記載のドナー要素。
１７．　前記光－熱変換層の７５０～１２００ｎｍの波長での最大吸光度が、０．２より
大きいことを特徴とする前記１．に記載のドナー要素。
１８．　前記光－熱変換層が、２０～４００ｎｍの厚さであることを特徴とする前記１．
に記載のドナー要素。
１９．　前記剥離改質剤が、少なくとも４個および８０個未満の炭素原子を含む第四級ア
ンモニウム陽イオンを含むことを特徴とする前記１．に記載のドナー要素。
２０．　前記第四級アンモニウム陽イオンが、ステアルアミドプロピルジメチル－β－ヒ
ドロキシエチルアンモニウム陽イオンを含むことを特徴とする前記１３．に記載のドナー
要素。
２１．　前記剥離改質剤が、１個およびただ１個のエステル基ならびに２～５個の水酸基
を含む非イオン性化合物を含むことを特徴とする前記１．に記載のドナー要素。
２２．　前記剥離改質剤が、１～８０個の炭素原子と、炭素原子およびリン原子に共有結
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合した少なくとも１個の酸素原子とを含むホスフェート陰イオンを含むことを特徴とする
前記１．に記載のドナー要素。
２３．　前記剥離改質剤が、１～８個の炭素原子と、炭素原子およびリン原子に共有結合
した少なくとも１個の酸素原子とを含むホスフェート陰イオンを含むことを特徴とする前
記１．に記載のドナー要素。
２４．　前記剥離改質剤が、１～２０個の炭素原子を含むリン酸のモノアルキルエステル
の陰イオンを含むことを特徴とする前記１．に記載のドナー要素。
２５．　前記剥離改質剤が、（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化置換アルコー
ル化合物を含むことを特徴とする前記１．に記載のドナー要素。
２６．　前記剥離改質剤が、４～１００個のエトキシレート基を含有する（エチレン－、
プロピレン－）アルコキシル化置換アルコール化合物を含むことを特徴とする前記１．に
記載のドナー要素。
２７．　前記光吸収剤が、
　ａ）２－（２－（２－クロロ－３－（２－（１，３－ジヒドロ－１，１－ジメチル－３
－（４－スルホブチル）－２Ｈ－ベンズ［ｅ］インドール－２－イリデン）エチリデン）
－１－シクロヘキセン－１－イル）エテニル）－１，１－ジメチル－３－（４－スルホブ
チル）－１Ｈ－ベンズ［ｅ］インドリウム、分子内塩、ＣＡＳ　Ｎｏ．［１６２４１１－
２８－１］を有する遊離酸、
　ｂ）分子式Ｃ41Ｈ47Ｎ4Ｎａ1Ｏ6Ｓ3およびモル当たり約８１１グラムの分子量を有する
、２－［２－［２－（２－ピリミジノチオ）－３－［２－（１，３－ジヒドロ－１，１－
ジメチル－３－（４－スルホブチル）－２Ｈ－ベンズ［ｅ］インドール－２－イリデン）
］エチリデン－１－シクロペンテン－１－イル］エテニル］－１，１－ジメチル－３－（
４－スルホブチル）－１Ｈ－ベンズ［ｅ］インドリウム、分子内塩、ナトリウム塩、
　ｃ）ＣＡＳ　Ｎｏ．［３５９９－３２－４］を有するインドシアニングリーン、
　ｄ）３Ｈ－インドリウム、２－［２－［２－クロロ－３－［（１，３－ジヒドロ－１，
３，３－トリメチル－２Ｈ－インドール－２－イリデン）エチリデン］－１－シクロペン
テン－１－イル］エテニル］－１，３，３－トリメチル－、ＣＡＳ　Ｎｏ．［１２８４３
３－６８－１］を有する、トリフルオロメタンスルホン酸との塩（１：１）、および
　ｅ）それらの組み合わせ
よりなる群から選択されることを特徴とする前記１．に記載のドナー要素。
２８．　前記支持層および光－熱変換層がいかなる金属層も含まず、かつ、いかなる金属
酸化物層も含まず、
　前記光－熱変換層が２０～４００ｎｍの厚さを有し、カーボンブラックおよびグラファ
イトを含まず、かつ、７５０～１２００ｎｍの波長で０．２より大きい吸光度極大を有し
、
　前記光吸収剤が近赤外染料を含み、
　前記剥離改質剤が前記光－熱変換層に配置され、そしてリン化合物を含み、そして
　前記転写層が顔料を含む
ことを特徴とする前記１．に記載のドナー要素。
２９．　支持層を提供する工程と、
　該支持層の一面を、光吸収剤を含む光－熱変換層で被覆する工程と、
　該支持層の反対側の光－熱変換層を転写層で被覆する工程であって、該光－熱変換層が
光に選択的に露光されたときに該支持層から隣接受像要素へ像様転写され得る材料を、該
転写層が含むものである工程と
　を含む熱転写プロセスに使用するためのドナー要素の製造方法であって、
　該支持層と転写層との間に
　（ａ）第四級アンモニウム陽イオン性化合物、
　（ｂ）ホスフェート陰イオン性化合物、
　（ｃ）ホスホネート陰イオン性化合物、
　（ｄ）１～５個のエステル基および２～１０個の水酸基を含む化合物、
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　（ｅ）（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化アミン化合物、ならびに
　（ｆ）それらの組み合わせ
よりなる群から選択される剥離改質剤を配置する工程をも含むことを特徴とする方法。
３０．　前記剥離改質剤が、光－熱変換層に配置されることを特徴とする前記２９．に記
載の方法。
３１．　前記剥離改質剤が、前記転写層と光－熱変換層との間の層に配置されることを特
徴とする前記２９．に記載の方法。
３２．　前記剥離改質剤が、ニトロセルロースを含む層に配置されることを特徴とする前
記２９．に記載の方法。
３３．　前記剥離改質剤が、ポリメチルメタクリレートを含む層に配置されることを特徴
とする前記２９．に記載の方法。
３４．　前記剥離改質剤が、ポリアルキレンカーボネートを含む層に配置されることを特
徴とする前記２９．に記載の方法。
３５．　前記剥離改質剤が、スチレン－マレイン酸コポリマーを含む層に配置されること
を特徴とする前記２９．に記載の方法。
３６．　前記剥離改質剤が、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、多糖類、ポ
リ（エチレンオキシド）、ゼラチン、ポリヒドロキシエチルセルロースおよびそれらの組
み合わせからなる群から選択されるものを含む層に配置されることを特徴とする前記２９
．に記載の方法。
３７．　前記剥離改質剤が、前記転写層と光－熱変換層との間に配置された層の０．１～
９０質量パーセントを占めることを特徴とする前記３１．に記載の方法。
３８．　前記光吸収剤が、顔料を含むことを特徴とする前記２９．に記載の方法。
３９．　前記光吸収剤が、カーボンブラックおよびグラファイトの少なくとも１つを含む
ことを特徴とする前記２９．に記載の方法。
４０．　前記光吸収剤が、近赤外吸収線染料を含むことを特徴とする前記２９．に記載の
方法。
４１．　前記光吸収剤が、７５０～１２００ｎｍで少なくとも１つの吸収極大を有するこ
とを特徴とする前記２９．に記載の方法。
４２．　前記光－熱変換層の６５０～１２００ｎｍの波長での最大吸光度が、４００～６
５０ｎｍの波長での最大吸光度より少なくとも３倍大きいことを特徴とする前記２９．に
記載の方法。
４３．　前記光－熱変換層が、カーボンブラックおよびグラファイトの両方とも含まない
ことを特徴とする前記２９．に記載の方法。
４４．　前記光－熱変換層の７５０～１２００ｎｍの波長での最大吸光度が、０．２より
大きいことを特徴とする前記２９．に記載の方法。
４５．　前記光－熱変換層が、２０～３００ｎｍの厚さであることを特徴とする前記２９
．に記載の方法。
４６．　前記剥離改質剤が、少なくとも４個および８０個未満の炭素原子を含む第四級ア
ンモニウム陽イオンを含むことを特徴とする前記２９．に記載の方法。
４７．　前記第四級アンモニウム陽イオンが、ステアルアミドプロピルジメチル－β－ヒ
ドロキシエチルアンモニウム陽イオンを含むことを特徴とする前記４６．に記載の方法。
４８．　前記剥離改質剤が、１個およびただ１個のエステル基ならびに２～５個の水酸基
を含む非イオン性化合物を含むことを特徴とする前記４６．に記載の方法。
４９．　前記剥離改質剤が、１～８０個の炭素原子と、炭素原子およびリン原子に共有結
合した少なくとも１個の酸素原子とを含むホスフェート陰イオンを含むことを特徴とする
前記２９．に記載の方法。
５０．　前記剥離改質剤が、１～２０個の炭素原子を含むリン酸のモノアルキルエステル
の陰イオンを含むことを特徴とする前記２９．に記載の方法。
５１．　前記剥離改質剤が、（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化置換アルコー
ル化合物を含むことを特徴とする前記２９．に記載の方法。
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５２．　前記剥離改質剤が、４～１００個のエトキシレート基を含有する（エチレン－、
プロピレン－）アルコキシル化置換アルコール化合物を含むことを特徴とする前記２９．
に記載の方法。
５３．　前記光吸収剤が、
　ａ）２－（２－（２－クロロ－３－（２－（１，３－ジヒドロ－１，１－ジメチル－３
－（４－スルホブチル）－２Ｈ－ベンズ［ｅ］インドール－２－イリデン）エチリデン）
－１－シクロヘキセン－１－イル）エテニル）－１，１－ジメチル－３－（４－スルホブ
チル）－１Ｈ－ベンズ［ｅ］インドリウム、分子内塩、ＣＡＳ　Ｎｏ．［１６２４１１－
２８－１］を有する遊離酸、
　ｂ）分子式Ｃ41Ｈ47Ｎ4Ｎａ1Ｏ6Ｓ3およびモル当たり約８１１グラムの分子量を有する
、２－［２－［２－（２－ピリミジノチオ）－３－［２－（１，３－ジヒドロ－１，１－
ジメチル－３－（４－スルホブチル）－２Ｈ－ベンズ［ｅ］インドール－２－イリデン）
］エチリデン－１－シクロペンテン－１－イル］エテニル］－１，１－ジメチル－３－（
４－スルホブチル）－１Ｈ－ベンズ［ｅ］インドリウム、分子内塩、ナトリウム塩、
　ｃ）ＣＡＳ　Ｎｏ．［３５９９－３２－４］を有するインドシアニングリーン、
　ｄ）３Ｈ－インドリウム、２－［２－［２－クロロ－３－［（１，３－ジヒドロ－１，
３，３－トリメチル－２Ｈ－インドール－２－イリデン）エチリデン］－１－シクロペン
テン－１－イル］エテニル］－１，３，３－トリメチル－、ＣＡＳ　Ｎｏ．［１２８４３
３－６８－１］を有する、トリフルオロメタンスルホン酸との塩（１：１）、および
　ｅ）それらの組み合わせ
よりなる群から選択されることを特徴とする前記２９．に記載の方法。
５４．　前記支持層の一面を被覆する前に、前記光吸収剤と剥離改質剤との混合の工程を
さらに含むことを特徴とする前記２９．に記載の方法。
５５．　ａ．支持層、
　ｂ．該支持層の一面に隣接して配置され、光吸収剤を含む光－熱変換層、および
　ｃ．該光－熱変換層に隣接し、該支持層の反対側に配置された転写層であって、該光－
熱変換層と受像要素との間に配置された転写層
　を含むドナー要素と受像要素との集合体を提供する工程と、
　該集合体を光に像様露光させ、それによって像様露光された転写層の少なくとも一部が
受像要素に転写されて画像を形成する工程と、
　該ドナー要素を受像要素から分離し、それによって受像要素上に該画像を現出させる工
程と
　を含む画像形成のための熱転写プロセスにドナー要素を使用する方法であって、
　該ドナー要素の支持層と転写層との間に
　（ａ）第四級アンモニウム陽イオン性化合物、
　（ｂ）ホスフェート陰イオン性化合物、
　（ｃ）ホスホネート陰イオン性化合物、
　（ｄ）１～５個のエステル基および２～１０個の水酸基を含む化合物、
　（ｅ）（エチレン－、プロピレン－）アルコキシル化アミン化合物、ならびに
　（ｆ）それらの組み合わせ
　よりなる群から選択される剥離改質剤もまた配置されることを特徴とする方法。
５６．　前記光が６５０～１２００ｎｍの波長でエネルギー出力最大を有するレーザーに
よって提供されることを特徴とする前記５５．に記載の方法。
５７．　前記光が６５０～８００ｎｍの波長でエネルギー出力最大を有するレーザーによ
って提供されることを特徴とする前記５５．に記載の方法。
５８．　前記光が８００～９００ｎｍの波長でエネルギー出力最大を有するレーザーによ
って提供されることを特徴とする前記５５．に記載の方法。
５９．　前記光が９００～１２００ｎｍの波長でエネルギー出力最大を有するレーザーに
よって提供されることを特徴とする前記５５．に記載の方法。
６０．　前記転写部分が、転写層の非転写体積（ｉｎｔａｃｔ　ｖｏｌｕｍｅ）を含むこ
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６１．　前記転写部分が転写層の非転写体積を含み、前記光が６５０～１２００ｎｍの波
長でエネルギー出力最大を有するレーザーによって提供され、前記光－熱変換層が剥離改
質剤を含み、前記転写層が顔料を含み、そして該剥離改質剤がリン原子を含むことを特徴
とする前記５５．に記載の方法。
６２．　画像形成露光中、前記光－熱変換層によって、前記光の４０～８０％が伝えられ
ることを特徴とする前記５５．に記載の方法。
６３．　画像形成露光中、前記光－熱変換層によって、前記光の３０～７０％が伝えられ
ることを特徴とする前記５５．に記載の方法。
６４．　前記剥離改質剤が、ニトロセルロースを含む層に配置されることを特徴とする前
記５５．に記載の方法。
６５．　前記剥離改質剤が、ポリメチルメタクリレートを含む層に配置されることを特徴
とする前記５５．に記載の方法。
６６．　前記剥離改質剤が、ポリアルキレンカーボネートを含む層に配置されることを特
徴とする前記５５．に記載の方法。
６７．　前記剥離改質剤が、スチレン－マレイン酸コポリマーを含む層に配置されること
を特徴とする前記５５．に記載の方法。
６８．　前記剥離改質剤が、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、多糖類、ポ
リ（エチレンオキシド）、ゼラチン、ポリヒドロキシエチルセルロースおよびそれらの組
み合わせからなる群より選択されるものを含む層に配置されることを特徴とする前記５５
．に記載の方法。
【図面の簡単な説明】
【０１８２】
【図１】剥離改質剤を含有する光－熱変換層を含むドナー要素の一実施形態の略断面図で
ある。
【図２】剥離改質剤を含有するドナー要素の第２実施形態の略断面図である。
【図３】剥離改質剤を含有するドナー要素の別の実施形態の略断面図である。
【図４Ａ】受像要素に隣接するドナー要素の画像形成可能集合体の異なる実施形態の略断
面図であり、ここで、図４Ａは光によって画像形成されつつある画像形成可能集合体を例
示する。
【図４Ｂ】受像要素に隣接するドナー要素の画像形成可能集合体の異なる実施形態の略断
面図であり、ここで、図４Ａは光によって画像形成されつつある画像形成可能集合体を例
示する。
【図５】画像形成され、分離された画像形成可能集合体の画像形成したドナー要素および
画像形成した受像要素の略断面図である。
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